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昭和 47年 度 中央道用地内埋蔵文化財 包蔵地発掘調査 の

一環 として行 われた上伊那郡辰野町地 内 (そ の 1)3遺

跡の発掘調査 は日召不日47二年110月 12日 よ ヤ)40日 間に互って実

施 された。

この 3遺跡の うち、樋 口五反 田遺跡は樋 口兼光 にまつ

わ る古代か らの伝承が ある樋 回の地 にあ り、また越道、

平 出山の神 2遺跡は伊那 と諏訪 を結ぶ有賀峠にかか る平

出地籍 にあって、辰野町の古代文化 を究明す る うえに欠

く事 ので きない資料価値 を有 している。

発掘調査 の結果 、調査面積 の大 きい樋 口五反 田遺跡か

らは、弥生後期 の集落址 と 2基の方形周溝墓 の発見があ

り、更に糸電文時代 中期 と後晩期 の遺構 も検 出されて、学

界に幾つかの新知見 をもた らす こ とがで きた。 これ らは

ひ とえに、 日本道路公団名古屋支社 、同伊那工事事務所 、

大沢団長 を始め とす る調査 団各位 、長野県伊那 中央道事

務所、上伊那郡辰野町 当局 、長野県伊那教育事務所 な ら

びに関係各位 の深 い御理解 と御尽力の賜 であ り、深甚な

る謝意 を表す る次第である。

日召不日484日 2月 28日

長野県教育委員会教育長 小  松  孝  志
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I   経

調 査 に至 る まで

中央高速 自動車道西宮線の建設工事に先立っての埋蔵文化財調査は、昭和42年 より開始:さ れ、既にβ年

のオ 月を閲 してきたが、 (第 1表 )、 上伊那郡辰野町地区に限ってい うならば、この調査が長野県南端の

下伊那郡阿智村か ら行われてきた事、昭和44年 8月 に至 ってようや く辰野町内のルー ト発表があ った事等

か ら、その調査はおそらくは最終年度にまわされることと予想されていた。ちなみに昭和47年 度当初の発

掘計画に辰野町地区は入っていない。

しかるに、中央道工事は昭和47年 度に入って急速な進捗があ り、特に も橋梁工事が急、がれたことか ら、

急拠辰野町にかかる 3遺跡の発掘 を行わざるを得な くなった。

このために 8月 15日 、公団名古屋支社 と現地協議 し、そして10月 12日 より調査実施 とい う運び となった。

調査計画 は下 記の通 りであ る。

1 調査 面積    : 2  委編毛課こ労句則l FHl   日召禾日47`年 10月 12日 ～日召禾日

48年 3月 20日

3 調 査 日 程   発掘調査  40日 間

整理執 筆  20日 間

4 調  査  団  団  長  大 沢和夫

調査主任 桐 原 健

調 査 員  5 名

第  1 表  中央道遺 跡調査の経過一覧表
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7
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16

25

16

25

12

12

22

30

国土開発縦貫 自動車道建設法の公布 (施行同年 7月 31日 )

中央 自動車道予定路線 を定める法律制定

国土開発縦貫 自動車道建設法の一部改正によ り、中央 自動車予定路線は諏訪 回 りに改正

五縦貫道整備計画決定、道路整備施行命令が 日本道路公団に出る。

長野県中央 自動車道対策協議会開催

恵那山 トンネル立入測量開始

中央 自動車道長野県建設協力会開催

下伊那郡阿智村の一部、飯田市、鼎町 (14km)ルー ト発表

番 号 遺 跡 名 現 況 用地 内面積 調査面積

平 出山の神 畑 450m2 90m2

越  道 畑 200m2 40m2

樋 口 五 反 田 水 田 10650m2 2130m2

計 2260m2



41・ 11016 長野県中央道建設対策本部設置、県企画部に中央道課および飯 田中央道事務所設置

〃・12・ 15 中央 自動車道関係県文化財主管課協議会開催 (東京 )

42・ 2014 中央道建設用地内文化財の取扱いについて関係市町村連絡協議会開催 (下伊那地区 )

〃・ 2・ 21       〃                〃        (上 伊那地区 )

〃・ 2022     〃            〃      (諏 訪 地 区 )

〃 0`3023 恵那山 トンネル (4.7km)ルー ト発表

〃・ 3・ 28 下伊那郡上郷町・飯 田市座光寺・高森町・松川町 (14.5km)ルー ト発表

〃 03031 恵那山 トンネル補助 トンネルエ事着Ⅱ

〃・ 4・ 15 文化庁で中央 自動車道用地内の埋蔵文化財保護対策打合せ会開催

〃・ 504 伊那中央道事務所設置

〃・ 5・ 30 中央道建設地域内埋蔵文化財分布調査費国庫補助 申請

〃・ 6・ 13 中央 自動車道関係県文化財対策連絡協議会開催 (第 1回 長野県庁 )

〃 0801 下伊那地区中央道建設用地内埋蔵文化財緊急分布調査 調査遺跡数 147

～12                       (団 長   大沢和夫 )

〃・1101 上伊那郡飯島町・駒 ヶ根市 0宮 田村・伊那市・南箕輪村 (36.6km)ルー ト発表

〃 011・ 10 上伊那地区中央道建設用地内埋蔵文化財緊急分布調査 調査遺跡数 112

～26                       (団 長   林 茂樹 )

〃・11027 諏訪地区中央道建設用地内埋蔵文化財緊急分布調査 調査遺跡数 90

～12015                       (団 長   藤森栄一 )

〃・12016 下伊那郡阿智村殿島・智里地区 (5.65km)ルー ト発表

43・ 2・ 27 公団名古屋支社 と中央道埋蔵文化財の保護措置について協議 (43年 の発掘調査について )

〃 03050公 団本社 と保護措置について協議 (43年 の発掘調査について )

〃・ 7・ 23 下伊那郡阿智村智里殿島地区、県内の トップをきって用地買収契約成立

〃 010012 中央 自動車道関係県文化財対策連絡協議会開催 (第 2回  松本市 )

44・ 3・ 18       〃          〃   (第 3回 岐阜市 )

〃・ 7・ 15 公団名古屋支社 と協議  (飯 田市上飯 田地区の発掘調査について )

〃・ 8・ 12 上伊那郡辰野町 (8 km)ルー ト発表

〃 01003 飯 田市上飯 田地区 3遺跡について公団名古屋支社か ら意見聴取 (県教委回答 12・ 11)

〃・1008 中央道関係市町村教委連絡協議会開催 (飯 田市 )

〃 010・ 20 飯田市上飯 田地区 3遺跡について公団名古屋支社 との現地協議

〃・10031 中央道関係市町村教委連絡協議会開催 (伊那市 )

〃・11・ 11 恵那山 トンネル本線 トンネルエ事起工式

〃・12・ 11 公団名古屋支社 と協議 、(45年の発掘調査について )

4501029 諏訪郡富士見町 (11.2km)ルー ト発表

〃・ 2・ 2 公団名古屋支社 と協議  (上飯 田の 3遺跡 と45年度の発掘調査について )

45・ 2・ 23 岡谷市 と諏訪市の一部 (14.7km)ルー ト発表
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45・ 2・ 24 下伊那郡阿智村殿島地区において、県下最初の平地地区本線工事開始

〃・ 2,27 長野県中央道遺跡調査会結成 (飯 田市上飯 田地区の調査に限る )

〃・ 302 公団名古屋支社 と長野県中央道遺跡調査会 との間で、上飯 田地区 2遺跡の発掘調査委託契約

成立 (委託金額 80万円 )

〃 03・ 5 飯田市上飯 田地区さつみ 0古屋垣外遺跡の発掘調査開始 (～ 3021)(団 長 大沢和夫 )

〃 03031 飯 田市上飯田さつみ・古屋垣外遺跡発掘調査報告書刊行

〃・ 4022 公団名古屋支社 と協議  (45年度の発掘調査について )

〃・ 4023 上・下伊那地区中央道用地内遺跡視察 (県教育委員会担当者 )

〃・ 5・ 8 下伊那郡阿智村～松川町間 (57遺 跡 )埋蔵文代財包蔵地についての意見聴取 (県教育委員会

回答  5026)
〃・ 5014 中央 自動車道西の宮線起工式 (於 多治見市 )

〃・ 601 公団名古屋支社 と協議  (発掘調査上の問題について )

〃・ 609 下伊那地区中央道関係市町村 と文化財保護打合せ会開催 (飯 田市 )

〃・ 6011 下伊那郡阿智村 7遺跡・飯 田市 (上飯 田・座光寺 )7遺 跡・鼎町 2遺跡・上郷町 1遺跡につ

～12 いて、公団名古屋支社 と現地協議

〃 06   昭和45年度申央道用地内埋蔵文化財包蔵地発掘調査予算案 を 6月 県会に提出

〃・ 6・ 29 上伊那地区中央道関係市町村 と文化財保護打合せ会開催 (伊那市 )

〃・ 6・ 30 諏訪地区中央道関係市町村 と文化財保護打合せ会開催 (諏訪市 )

〃 0708 上伊那郡宮田村地内 7遺跡について(公団名古屋支社 と現地協議 (～ 10日 )

〃 07・ 22 長野県中央道遺跡調査会結成準備会・第 1回理事会開催 (飯 田市 )

〃 08017 下伊那郡阿智村地内 7遺跡の発掘調査委託契約成立 (委託金額  179万円 )

〃 0901 飯田地区その 1地内10遺跡の発掘調査委託契約成立 (委託金額 1590万 円 )

〃 0902 中央道用地内埋蔵文化財包蔵地発掘調査鍬入式挙行 (下伊那郡阿智村小野川川畑遺跡 )

〃 0903 下伊那郡阿智村地内 7遺跡 (川 畑・北垣外・橋場・矢平Ⅱ・杉 ヶ洞・宮の脇・坊塚 )発掘調

査開始 (終了 9022)

〃・ 903 岡谷市内中央道建設用地内埋蔵文化財分布調査 (～ 5日 )

〃・ 905 伊沢県教育長、下伊那郡阿智村川畑・北垣外遺跡視察

〃・ 907 諏訪郡富士見町内中央道建設用地内埋蔵文化財分布調査 (～ 10日 )

〃・ 9・ 8 田中県教育次長、下伊那郡阿智村川畑・北垣外遺跡視察

〃・ 9・ 22 飯田地区その 1地内10遺跡 (山岸・天伯 B・ 権現堂前・さつみ・赤坂・宮崎A・ 宮崎B・ 大

門原BO大 門原D・ 大久保 )の発掘調査開始 (終了4601018)
〃 010・ 19 上伊那郡宮田村地内 6遺跡 (高 河原・釈迦堂・宮の沢・元宮神社東・天伯古墳・円通寺 )の

発掘調査開始 (終了45012018)

〃 010028 公団名古屋支社総務部長・田中県教育次長、権現堂前・大門原B遺跡視察

〃・ 10・ 29 公団名古屋支社副支社長、大門原B・ 大門原D遺跡視察

〃 011016 長野県中央道遺跡調査会第 2回理事会開催 (飯 田市座光寺大門原B・ 宮崎A、 上伊那郡宮田
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村天伯古墳視察、理事会宮田村福祉センター )

14501]017 公団名古屋支社 との協議  (昭和46年度発掘調査地区の選定について )

〃11028  下伊那郡阿智村地内発掘調査報告会開催 (下伊那郡阿智村智里東小学校 )

〃 01205 上伊那郡宮田村地内発掘調査報告会開催 (上伊那郡宮田村福祉センター )

〃・12・ 25 茅野市・原村・諏訪市の一部 (12.4km)ルー ト発表、これをもって県内や く122kmの ルー ト

発表完了

4601012 伊沢県教育長、下伊那郡鼎町山岸遺跡視察

〃・ 2・ 1 公団名古屋支社 と協議  (昭和46年度の発掘調査地区について、飯 田市山本・伊賀良地区用

地内遺跡視察 )

〃 02・ 2 下伊那郡高森町・松川町・上伊那郡飯島町地内遺跡について、公団名古屋支社 と現地協議 (昭

和46年度発掘調査地区決定 )

〃・ 2028 上伊那郡宮田村地内中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行

〃 03・ 11 飯 田地区その 1発掘調査報告会催 (公団・各事務所・市町村教委に対 して )

〃・ 3・ 15 飯 田地区その 1発掘調査報告会開催 (一般公開 )

〃・ 3020 飯 田地区 その 1中 央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行

〃・ 4・ 1 '飯 島町地内その1地 区(七久保 )7遺跡の発掘調査委託契約成立 (委託金額  1224万 円 )

〃・ 4・ 12 飯島町地内その 1地区 (七久保 )発掘調査団結団式挙行 (飯 島町役場 )

〃・ 4013 飯島町地内その 1、 7遺跡(鋳物師原・鳴尾天白・鳴尾・尾越・道満・北原東・小段遺跡 )

の発掘調査開始 (終了460703)

〃 04026 長野県中央道遺跡調査会第 3回理事会開催 (伊那市上伊那郷土館 )

〃・ 5024 恵那 山 トンネル斜坑 口および土捨場問題協議会、長野県庁企画部長室で開催 (公団名古屋支

社、恵那 山 トンネル東工事事務所、阿智村教育委員会、同建設課、長野県中央道課、飯 田中

央道事務所、下伊那地方事務所商工建築課、飯 田教育事務所、長野県教育委員会 )

〃・ 607 下伊那郡阿智村園原杉の木平 `児の宮遺跡緊急分布調査 (～ 8)

〃 06016 公団本社・同名古屋支社 と協議 (下伊那郡阿智村園原恵那山 トンネル斜坑 口と土捨場予定地

の保護措置について )

〃・ 701 公団名古屋支社か ら恵那山 トンネル飯 田方斜坑広場 (杉の本平遺跡 )埋蔵文化財 について意    |

見聴取

〃・ 7・ 15 飯島町地内その 1発掘調査報告会 開催 (飯 島町役場七久保支所 )

〃 07020 公団名古屋支社総務部長 と県教育長の協議 (恵那山 トンネル斜坑土捨場問題につ いて )

〃・ 801 下伊那郡高森町地内その 1(10遺跡)の発掘調査委託契約成立  (委託金額 3120万 円 )

〃 0806 下伊那郡高森町地内その 1地区発掘調査団結式 と打合せ会 (高森町役場 )

〃・ 8010 下伊那郡高森町地内その 1地区、10遺跡 (弓 矢・無縁堂・神堂垣外・鐘鋳原 A・ 瑠璃寺前・

大島山東部・赤羽根・出原西部・出早神社附近・正木原 I)発掘調査開始 (9014中 断、100

23再開、終了4701014)

〃 08018 恵那 山 トンネル飯 田方斜坑広場埋蔵文化財保護措置について県教委回答



46 8・ 30 公団名古屋支社 と恵那 山 トンネル斜坑広場 (杉の本平遺跡 )の現地協議

8・ 31 公団名古屋支社 と上伊那郡飯島町地内その 2(久根平遺跡 )の現地協議

9・ 4 伊沢長野県教育長、下伊那郡阿智村杉の木平遺跡・高森町鐘鋳原遺跡視察

9・ 10 下伊那郡阿智村園原斜坑広場その 1(杉の木平遺跡 )発掘調査打合せ会 (阿智村駒場公民館 )

9013 下伊那郡阿智村園原斜坑広場 その 1(杉の木平遺跡 )の 発掘調査委託契約成立 (委託金額730

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

４７

　

〃

２７

１

１

１

３

１。

１。

万円

赤尾長野県教育次長、下伊那郡高森町鐘鋳原遺跡視察

下伊那郡阿智村園原斜坑広場その 1(杉の木平遺跡 )発掘調査開始 (終了1101)

上伊那郡飯島町地内その 2(久根平遺跡 )委託契約成立  (委託金額 123万円 )

上伊那郡飯島町地内その 2(久根平遺跡 )発掘調査開始 (終了10013)

長野県議会社会文教委員会―行下伊那郡高森町瑠璃寺前遺跡視察

長野県中央道遺跡調査会第 4回理事会開催 (高 森町畜産センター )

9

11

11

1

1

25 飯 田市山本・伊賀良12遺跡、下伊那郡鼎町 1遺跡について公団名古屋支社 と現地協議

26 下伊那郡高森町地内 4遺跡、松川町地内10遺跡、上伊那郡飯島町地内 8遺跡、宮田村地内 1

遺跡、駒 ヶ根市地内 8遺跡について公団名古屋支社 と現地協議

27 伊那市西春近地内18遺跡について公団名古屋支社 と現地協議

29 上伊那郡飯島町地内その 1中 央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書干J行

29 上伊那郡飯島町地内その 2(久根平遺跡 )中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書干J行

20 下伊那郡高森町地内その 1中 央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書干J行

20 下伊那郡阿智村斜坑広場その 1中 央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書干J行

25 下伊那郡阿智村園原斜坑広場 (杉 の木平遺跡 )発掘調査報告会開催 (智 里西診療所 )

26 下伊那郡高森町地内その 1地区発掘調査報告会開催 (高森中学校 )

園原斜坑広場 (杉 の木平遺 跡 )、 高森町地 内その 1地区発掘調査報告会 開催 (一般 公開 )

飯 田市 内その 2地区 (17遺 跡 )の発掘調査委託契約成立    (委 託 金額  2367.5万 円 )

飯 島町 内その 3地区 (8遺跡 )の発掘調査委託 契約 成立    (委 託金額  677.1万 円 )

伊那市西春近地 区 (18遺 跡 )の発掘調査委託契約成立     (委 託 金額  3361。 6万 円 )

飯 田市 内その 2地区発掘調査打合せ会 (飯 田合 同庁舎 )

飯 田市 内その 2地区ほか下伊那地 区発掘調査 団結 団式挙行 (飯 田合 同庁合 )

飯 田市 内その 2地区、 17遺跡 (かぶ き畑・柳 田・ 山田・石 子 原・石子 原古墳・ よ うじ原・上

の平 東部・寺 山・共 反 田・滝沢井 尻・小垣 外・三壺淵・上 の金 谷・辻 垣外・大 東 ・酒屋 前・

大 門原 B)の 発掘調査 開始 (終了480207)

4024 上伊那地 区発掘調査 団結 団式 と発掘調査打合せ 会 (上伊那地方事務 所会議室 )

4025 飯 島町 内その 3地区、 8遺跡 (う どん坂南 ・ うどん坂 H・ うどん坂 I・ 山溝・八幡林 ・石上

神社前 ・庚 申平 ・大 田沢春 日平 )の発掘調査 開始 (終了 47・ 6028)

4025 伊那市西春近 地 区 018遺 跡 (和手 ・富士 山下 ・富士塚 ・菖 蒲沢・南丘 A・ 南丘 B・ 名廻 南 0

名廻東古墳 0名廻 ・ 白沢原・山寺垣 外・細 ヶ谷 B・ 百駄刈 0北 丘 B・ 大境 ・山の根 ・城平・

47



470 4

470 6

城平上 )の 発掘調査開始 (終了47・ 12015)

長野県中央道遺跡調査会第 5回理事会開催 (伊那市上伊那図書館 )

公団名古屋支社 と協議 (上伊那地区橋梁工事に伴 う調査遺跡追加 と石子原遺跡第 2次調査に

つ いて、於 県庁教育 次長室 )

公 団名古屋支社 と石 子 原遺跡 第 2次調査 につ いて現地協議

下伊那郡高森町 内 その 2地区 (5遺跡 )の発掘調査委託契約成立 (委託金額 2002万円 )

(委託金額 1864:3万 円 )

(委託 金額額 563.5万 円 )

２２

４

７

７

７

７

下伊那郡松 川町 内 (12遺 跡 )の発掘調査委託契約 成立

駒 ヶ根市 内 (8遺跡 )の発掘調査委託契約 成立  :

駒 ヶ根市 内の発掘 調査 打合せ会 (駒 ヶ根市教育委員会 )

駒 ヶ根市 内、 8遺跡 (大徳 原南 B・ 大徳 原南 A・ 大徳 原北

北 ・切石墓 地 )の 発掘調査 開始 (終了47・ 901)

・横前南・中山原・新 田原・女体

下伊那郡松 川町 内の発掘調査 打合せ会 (松川町福祉 セ ンター )

下伊那郡高森町 内 その 2地区、 5遺跡 (神 田裏 ・新 田西裏 0増 野新切 ・増野川子石 ・鐘鋳 原

A)の 発掘調査 開始 (終了 4802・ 7)

下伊那郡松 川町 内、 12遺跡 (里 見 Ⅱ・里見 V・ 境 の沢・ 中原 I・ 庚 申原 I・ 庚 申原 Ⅱ・平林

・や し原 0片桐神社 東・水上 0丈 源 田Ⅲ・丈源 田Ⅳ )の発掘調査 開始 (終 了 480207)

飯 田市 内その 3(石 子 原遺跡 第 2次調査 )の発掘調査委託契約成立  (委託金額 410万 円 )

飯 田市 内その 3(石 子 原遺跡 )発掘調査 団結 団式

公
甲

名古屋支社 と上伊那郡南箕輪村 内 9遺跡 と辰野町 内その 1地区 3遺跡 につ いて現地協議

飯 田市 内その 3(石 子 原遺跡 )の発掘調査 開始 (終了4709020)

上伊那郡 南箕輪村 内その 1(5遺 跡 )の発掘調査委託契約成立   (委 託金額 1051。 5万円 )

上伊那郡南箕輪 村 内の発掘調査打合せ会 (南箕輪村公民館 )

上伊脊郡南箕輪村 内その 1、 その 2地区 9遺跡 (南 原 :三本木原・曽利 目・在家 ・大芝原・

大芝東 ・南高根 ・北高根 A・ 北高根 B)の 発掘調査 開始 (終了47・ 12025)

上伊那郡辰野町 内 その 1地区の発掘調査 団結 団式 と発掘調査打合せ会 (辰野町公 民館 )

上伊那郡辰 野町 内その 1地区 3遺跡 (五反 田・越道・平 出山の神 )の発掘調査 開始 (終了47

011・ 30)

上伊那郡南箕輪 村 内その 2(4遺 跡 )の発掘調査委託契約成立   .(委 託金額 514。 4万円 )

上伊那郡辰野町 内その 1(3遺 跡 )の発掘調査委託契約成立     (委 託金額 497.2万 円 )

長野 県中央道遺跡調査会 第 6回理事会開催 (伊那市上伊那 図書館 )
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発 掘

10月 11日 (水 )辰野町 その 1地区発掘調査

前 日、伊那教育事務所 、中央道伊那工事事務

所 、辰野町町会議長 、辰野町教育委員会 、そ

して調査 団一 同が 、午後 1時 よ り上伊那郡辰

野町 中央公民館 に会 して打合せ会 を持 つ。

辰野町地 区におけ る 3遺跡 の発掘 は、天竜

川 と上 野川の架橋工事 のため の全 くの緊急調

査 なのだが 、辰野町 当局 の協 力厚 く、準備 万

端 は既 に整 っていた。五反 田遺跡 のあ る水 田

か らはハゼが撤収 され 、山の神 、越道遺跡 で

は住宅 が移転 し、 きれ いに整地 されて、す ぐ

に調査 で きる体制 にな ってい る。我 々の作業

所 (宿合 )に つ いては、赤羽地 区の富士荘 ア

パー ト3号室が用意 されていた。

10月 12日 (木 )五反 田遺跡 に天幕 の張 られ

たのは11月 9日 、友愛 の精神 に富む 、上伊那

地 区調査 団の手 に よってであ る。 この幕合 に

午 前 8時半 、調査員 、作業員が集合 し、熊谷

辰野町教育 委員会教育長 の挨拶 、主任か らの

諸 注意 、諸連絡 が あって 9時 よ リグ リッ トの 1図 天 竜 川 景 観

その間に数 日、越道 と山の神遺跡 を調杭打ちに とりか ヽる。発掘予定は五反田遺跡にその大部分 を費 し、

査する。

なお遺跡名 につ いて、五 反 田 と山の神 はあ りふれ た地名 なので、 この 2遺跡 に限 っては大字名 を頭 にか

ぶせ樋 口五 反 田遺跡 、平 出山の神遺跡 と呼ぶ こ とにす る。

五 反 田遺 跡 には休耕 田が数枚 あ り、 ものす ご く蛙が跳躍 してい る。今 村主任 が連絡 に来 て、一 日かか っ

て 2升ほ ど とって行 った。

10月 13日 (金 )遺跡 の南端 か らグ リッ トを掘 り始 め る。 この遺跡 は天竜 川の氾濫 原 に臨 んだ低位段丘上

にあ るので、 ここに立 っ と、南 に伊那 谷が一 ぱいに開けて見 える (第 1図 )。 木 曽義仲 四天王 の 1人樋 口

兼光 が ここに居館 していた とい う伝承 が抵抗 な く受 けとられ る。

日 誌

第



10月 14日 (土 )グ リッ ド内の層序について、ここ

は本田なので耕土下の床土が実に堅い。床土の下は

砂礫層で、シャベルでは歯が立たず、数少ない鶴嘴

が奪 い合いで使われる。 3列 目あた りか ら赤褐色土

とな り、石塊が頭 を出し始める。縄文晩期の土器片

が意外に多い。

ン
10月 16日 (月 )グ リッ トを千鳥に掘 ってい く。床

土下に大 きな平石が頭 をのぞかせている。「ここに

第 2図  辰野町教育長の視察      は昔、真金寺があって、これはその礎石だよ」など

と土地の古老が親切に説明 して くれる:だが出て くるものは縄文晩期の土器片のみ、中世 、近世の陶器片

など一点 も見当らない (整理の結果、山茶碗の破片が 1片 あった )。 午後になって竪穴 lヶ を発見、時期

は判 らないが、まずは第 1号住居址 と命名する。

10月 17日 (火 )1号 住居址の発掘にかかる。上面 をかいて見るのだが、うまく壁の輪廓は把めない。仕

方な く床面 を出 し、それを追って行 くこととする。床面は しっか りしているが、その直上か ら出る遺物は

縄文中期土器片、晩期土器片そして弥生後期土器片である。

10月 18日
°
(水 )本 日も 1号住の発掘続行。今 までの例で一辺 5m程度の竪穴だろうと思 って掘 るのだが、

それに しては壁が見つか らない。これが壁だろうと思って も床面はその下に延びて行 って しまう。

なお本 日は、辰野町教育委員会、同消防団の方々が見学に来 られた (第 2図 )。

10月 19日 (木 )午前中、青山学院大学の田村晃一氏が学生 をつれて見学に来 られた。遺跡の方は、 1号

住の輪廓がほぼ把めた。長軸 を南北に置 く長方形プランで、まづは弥生後期の住居 ということになった。

ところで、南壁が どうも不明瞭なので思いきって拡張 してみる。その結果 9.2× 6.8mと いう馬鹿でかい

竪穴になってしまった。それ と共に、南に接 して配石址 らしぃ遺構のあることもわかった。今 までに出て

いた石塊は、この酉己石址に関係あるものらしい。明 日か ら、今 まで掘 り残 してきたグリッ トを全音6あ ける

ことにする。

10月 20日 (金 )1号 住の床面清掃 と、 1号住の西方に見つかった 2号住の発掘 を行 う。 2号住は規模が

小 さく、輪廓 もはっきりしている。中央道の中心杭が住居址の南西隅すれすれに立っている。

午後、 1号住では炉址発見、弥生後期の甕が炉壺に用いられてい|た 。    [
この 日、辰野町町長が視察に来 られた。ゴム長靴 をはいて熱心に説明を聴かれ遺構 をみ、作業員の方々

と話 をされている。

10月 21日 (土 )1号 住、 2号住の北に、 2ヶ の竪穴 を見出す。 3号 、 4号住 とする。すべての住居址の

覆土中には石塊がある。縄文中期、晩期の土器片が出る。 どうも縄文中期の包含層 を弥生時代の住居址が

掘 りきっているらしい。また縄文晩期 と推定 される酉己石址は、 1号住の南だけに とどまらず、Jヒ 方にもひ

ろがっていたらしい。

10月 23日 (月 )2号 住の床面清掃 と、 3・ 4号住の発掘。 4号住は 1号住同様の規模 をもつ。頂度真中

辺に東西に 1列 、石塊群が並んでいて、その両側の壁の部分が不明瞭になっている。

午後、 4号住の東に 1竪穴 を発見。南壁 と北壁はわかったが、東西壁はつかめない。また、南壁、北壁



間の距離は住居址 としては狭す ぎる。壁高 も

意外 と深 く、遺物 も出てこない。「変だ」、「変

だ」 という訳だが、 とも角東西壁確議のため

拡張に次 ぐ拡張。結局は溝になって しまった。

溝 といえばす ぐに方形周溝墓が連想 される。

明 日は更に大拡張 しなければならない。

10月 24日 (火 )1日 中表土除去。皆黙々 と

して一輪車 をひいている。夕刻になって一列

となり、ジョレン、草掻でかいてみる。溝は

ついに折れ曲 り北にのび、更に西へ折れて方

形周溝墓になることが確認 された。この南西 第 3図  平 出 山の神遺跡 の発掘

隅 は 4号住 を切 ってい る。 同住居址上 にあ った石 の列 は この溝の痕 跡 亀示す ものだ った。

本 日、中央道伊那工事事務 所 よ り依頼 あ り、山の神 ・越道遺跡 を今 月中に調査 してほ しい との事 、 こち

らも一段 落 したので、明 日と りかか るこ ととす る。

10月 25日 (水 )山 の神 ・越道 の 2遺跡 は有賀峠へかか る平 出地籍 にあ り、その真 中 を上 野川が流れてい

る。発掘面積 は両遺跡 とも狭 く 1日 で発掘 は完 了 した。遺構 の発見 は なか ったが 、山の神遺跡か らは、格

子 目状 の押型文 土器 が 出土 した (第 3図 )。

この 日、 日本道路 公団名古屋支社 の佐 治武 尚氏が 、岐阜 県瑞 浪町教育委員会 の方 々 を案 内 され見学 に来

られ た。

10月 26日 (木 )再び五 反 田遺跡へ もどる。周溝で囲続 され た内部 を清掃 す る。14× 1l mの 規模 で、その

中央か ら相 当に片寄 った ところに土墳 が あ った (第 4図 )。  ところで、 この周溝墓 は 4号住 を切 っていた

が 、 この内面 に も幾つか の住居址 を持 って い る。最底 、弥生住居むL2、 縄文住居址 2は あろ う。土墳 の下

に も弥生 の住居址 が あ る。          |

10月 27日 (金 )第 1周 溝墓 の清掃海行。組文 の 5号住 よ り中期 中葉 の甕がつぶれて出土 、早速土器 洗 い

して継 ぎだ したが半分 足 りない。

10月 28日 (土 )3号 住 の測量 と写真撮 映め

ため周囲の土 を除 く。す る と小 さな石組炉が

出て しまった。縄文 中期 の住居址 が存在 して

いたのであ る。 6号住 と命名。床 面 は不 IIn瞭 、

柱 穴 もわか らない。弥生 時代 に毀 され 、更 に

水 田が造 られ た時 に完全 に鋤平 されて しまっ

たの であ ろ う。更 に北方 に 2っ の竪 穴 を発見 、

7号住 、 8号住 とす る。

本 日、辰野東小学校 3年生 が先生 に引卒 さ

れて見学 に来 た。 よ く的 を射 た質問 を し、 メ

モ を してい る。 3年生 とは思 えない熱心 さだ

(第 5図 )。

-9-

第 4図  第 1号方形周溝墓土墳



第 5図  辰野東小学校 生徒 諸君 の見学

7号住 ・ 8号住 の床面清掃 。午後 は測量 、

8号址 は規模 が小 さい。実際 に床 に座 って気

分 を出す。 その うち「寝 てみ なければわか ら

ん」 とい うこ とにな る。大 人 2人で一 ぱい、

「 こ りゃ、新婚 さんの家 だ」(第 6図 )。

11月 1日 (水 )周 溝墓 の北溝 を掘 っていた

時か らわか っていた 11号住居 l■Lを 調査 す る。

溝 に切 られて半分 しか ない。遺物 は炉壺 に用

い られ た甕が あっただけ。

11月 2日 (木 )周 溝墓 内に発見 され た弥生

時代 の住居址 の 1つ (9号住居址 )を掘 り始

め る。す ぐに焼土 、木炭が 出て きて 、火災に

よる廃減 であ るこ とが一 目瞭 然 であ る。 そ う

な る と支柱か 、桁 か梁 の炭化材が残 って い る

可能性 が強 い。 しか し、 これは無理 だ った。

土器 は復 元可能 な ものが幾つ も出て くる。現

金 な もので作業 の意気込 みが違 って くる。夕刻

までにあ らか た床面 の検 出 を終 えて しまった。

11月 6日 (月 )9号 住 の床面清掃 をす る。

床面 と壁がす ご く焼 けて真 赤 だ。火災 で廃 滅

した竪 穴 なので床 が焼 けてい るのは当然の事

なのだが 、西壁が真赤 なのは ど うい う事 なの

だ ろ う。土壁 を保護 す る腰板 の様 な ものが あ

ったのだ ろ うか。それ とも東か らの風が吹 いて

屋根 が西側 に倒 れ落 ちた ものなのだ ろ うか。

11月 7日 (火 )第 1周 溝墓 を掘 りあげ、全

10月 30日 (月 )7号 住 08号住 をあわせ て

掘 る。 壁 は浅 く規模 は /1ヽ さい。 共 に 1日 に し

て九分通 りを掘 りあげた。

これ と併せ て、遺 跡 の北 限に近 く4本 の ト

レンチ を東西 に平行 して入れ た。縄文後期 の

遺物が比較 的 多 く出土 したが 、住居址 等 の遺

構 は見 られない。 ど うも、 この遺跡 の 中心 は

周́溝墓 を中心 とした40～ 60m前後 とい うこ と

にな りそ うだ。

10月 31日 (火 )昨夜 は雨 、朝雷 鳴 あ り晴天

とな る。西駒 ヶ岳 に初雪 が見 られ た。

第 6図  8号住 (新婚 さんの家 )



景写真 を撮 ろ うとい うので、はみ 出 した北側

の溝西端 を清掃 す る。 だが 、 この西端部分 、

ここが終 りではな くて西へ西へ とい くらで も

掘 れ る。 3号住調査 の折 、北壁が 明瞭 ではな

か った事 を考 え合せ て第 1周 溝墓 発見の時 よ

りも早 く気がつ いた。 「 これ も周溝墓 だ」溝

幅 は 1号 よ りも狭 く浅 い。 規模 も/Jヽ さい。

11月 8日 (水 )第 2周 溝墓 の発掘 を本格 的

に進め る。 1号の よ うに石 塊 は入ってぉ らず、

規模 も小 さいので進捗 して よいのだが 、今度

は溝 内か ら、遺物が 出土 しは じめ た。弥生後 第 7図  12号住 の測量

期の甕でほぼ復元できる。住居址出土の土器 と比較する楽 しみが増 してきた。

11月 9日 (木 )第 2周 溝墓の西溝を掘 り始める。まず上面 を慎重に掻 いてみた。溝は半分 までは綺麗に

出るのだがあ とは判 らない。 ピッ トを穿 ってみると住居址 (12住 )の床面に当って しまう。「住居址が周

溝墓 を埋めたてている /」 事は重大である。 ま た 西方 を拡張 しなければならな くなった (第 7図 )。

11月 10日 (金 )雨 。一応幕舎 まで行 うてはみたが、作業員は集合 していない。宿合 に帰って 9号住出土

の土器復元 をは じめる。午後、伊那教育事務所長 と総務課長が慰間に来 られる。

11月 11日 (土 )第 2周 溝墓の西溝が盛 り土の下に くることとな り、 1日 中除土作業である。「愚公、山

を動かす」ではないが、一輪車15台 をフル運転 したら大山が15m西方へ移った。

11月 13日 (月 )12号住の南に接 して もう一 っ竪穴があらわれた (13号住 )。 この方はぎりぎりの ところ

で溝の西方に作 られている。まず、この方か ら掘 ることにした。覆土の中か ら縄文中期土器片が相当に出

る。掘 り進んで行 ったら、その西に縄文中期竪穴の床面が顔 をみせた。これが15号住 となる (第 8図 )。

夜、10時過 ぎ、思いたって遺跡へ出かけてみた。案外 と暖かい。月明の下に周溝墓の溝が黒々 と横たわ

っている。これを踏み越えて内へ入るには何かため らうものがあった。

11月 14日 (火 )い よいよ、問題 の12号住 を掘 る。住居址 を切 っての周溝墓なら意味が判 るが、その逆 と

なると大変だ。 しか も12号住は弥生後期なのだか ら、周溝墓は弥生後期 を下 らない事になって しまう。だ

が、床面 を,青 掃 したところ、この危1具は氷解 した。ここでは溝は住居址の床面 を毀すほど深 くはなかった。

また、壁には周溝できられた痕跡が明瞭に残 っていた。第 2周 溝墓は12号住 よりも新 しい。

夜、周溝墓溝内の土量 を計算 した。第 1周 溝墓では 55.65m3、 第 2周 溝墓は 19。 14m3、 これを内に盛 り

あげると第 1号は36cm第 2号は32cmの高 さとなる。また、この上に表土 を考えれば、50cmを 越す高 さとな

り、盛 り方 を土銀頭形にすると優に lmは 越えてしまう。おそらくマウン ドはあったのだろう。さすれば

マウン ドを持 っ周溝墓 を毀 し、埋めたてて住居址 をつ くることは、実際問題 として不可である。

11月 15日 (水 )朝 より雨。だが天幕の中には作業員が待機 している。天幕内で土器洗い。調査員は拓本

取 りと実測 を行なう。プロパンコンロに薬罐 をかけて暖 をとったが、結構に暖かい。

本 日は中央道遺跡調査会の理事会があ り、桐原主任は、午前10時 より伊那図書館へ出かけて行 く。

11月 16日 (木 )北か らの寒風が強い。15号住のほぼ中心 とおぼ しい ところに直立埋甕 らしいものがあら



われ る。縄文 中期 中葉 で、いわゆ る埋 甕の範時 に入 ら

ない代 物 なので、敬遠 し後 でゆ っ くりと調べ よ うと考

える。 そ こへ 中央道遺跡調査 団の下伊那班 の猛者連 が

見学 に到着 、遂 にか くしておいた この埋甕 を見 っけて

しま う。掘 り出 してみ る と、 これが立 派 な中期 中葉 の

深鉢 、完形 だが底が抜けてい る。

11月 17日 (金 )第 1周 溝墓 内にあ る住居址 の うち、

弥生 の 16号住 の発掘 にかか る。 この住居址 は隣 りの 9

号住 と同様炭化物 、焼土が 多 く、火災に よる廃 滅 であ

るこ とは明瞭 であ る。一体 、 どち らが火元 なのだ ろう。

「数 軒 を焼 いてい るのだか ら村 八分 に されたのだ ろ う」

な どの話が 出 る。

火災 に よる廃 滅 だけに遺物 は 多い。土器 では 1セ ッ

トが復元 で きそ うだ。骨片 もしき りと出 る。屋根材 な

どの炭化物 も忽論 多い。

11月 18日 (土 )住居址 と周溝墓 の発掘 はほぼ一段 落

した。 16号住 もほぼ完掘 。全景写真撮 映のため清掃 を

始 め る。 ところが第 2周 溝墓西溝の側 壁 に縄文 の埋 甕

が 出て きた。 縄文地文 の上 に、肩部 の ところだけ沈線

で曲線文 が描かれてい る。手頃 な土器 だが土質 は悪 く、

復元 には相 当時間がかか ろ う。

11月 20日 (月 )衆議 院議 員選挙 告示 の 日。 「最初 に

遺跡へ 来 た候補 者 の演説は皆 で聴 こ う」 と待 ったが 、

10時 にな って も正午 にならて も遂 に一 日待 ったが来 な

か った。

午後 にな り16号住床面 で検 出 した炭化物 を水 洗 い し

てみ た。み な炭化 米。今 月の25026日 に開か れ る 日本

考古学協会 の会場 が 、早稲 田大学 なので直良信夫博士

の御教示 をいただ こ うと考 え る。

11月 21日 (火 )午前 中雨 。作業員一 同雨 ガ ッパ着用

で参集す るが 、遺跡 には入れない。土器 洗 い を しなが

ら雨 の止むの を待つ。午後雨が あが り第 1周 溝墓 内に

あ る住居址 の清掃 と、配石址 の発掘 を行なう。

11月 22日 (水 )配石址 の発掘 に全 員か ゝる。石 の上

に うず くまっての作業 だか らひ ど く冷 える。座布 団 を
第 8図  13号住 の 炉 t■L

(そ の回りに座れるのは 3人 まで、 4人 になると苦 しい )



第 9図  配石第 6号址 (仰臥屈葬だとちようどよい大きさだ)

精製土器、いささか昂奮 をおぼえる。

午後、発掘 も終了に近ずき、作業員の方々 と慰労の宴 を持つ。

用意 して座 り込 んでい るお

ば さんが数 人はい る。 どの

配石址 か らも骨 片が 出 る。

掘 り終 えた配石址 の 中に若

い調査 員 を入 て胸 と腹 の上

に大石 をのせ る。仰臥屈葬

だ と丁度 よい (第 9図 )。

第 1号住北方 の配石址 か ら

は径 40cmほ どの大形埋 甕の

リン クが あ らわれ た。逆位

で胎土 は良 い。掘 り出 して

み る と口縁 に 4条 の沈線 を

走 らせ た大 洞Cl式的 な半

11月 24日 (金 )朝方 まで雨。清掃 してお いた遺跡 は雨 をメ、くん で しつ と りとしてぃ る。約 2時間 、 写

真撮 映 、つづ いて一 昨 日埋甕が発見 され た、 16号配石址 を発掘 。 この間、併行 して器材 の整備 を進め る。

この数 日、ヘ ル メ ッ トに安 全靴 の風態の人々の動 きが活発 にな って来 た。電柱 のつ けか えェ事 、天竜 川架

橋 の ための取 り付 け道路 測量の人た ち。

午後 、全体 測量開始 。南か らの伊那風 に吹か れて、 メジャーが大 き くたわむ:後は調査 員 だけで仕事 が

で きる。約40日 間御苦労 をいただ いた作業員 の方 々に厚 く謝意 を表 し、解散 していただ く。燃 え残 った焚

火の上 に土がかか った。



II

昭和47年 度調査の上伊那郡辰野町その 1地区 3遺跡は、旧朝 日村にある。明治 8年の町村合併 で赤羽 ?

沢底・平出・樋 口 4ヶ 村の頭文字 を合せての命名か らわかる様に、天竜川以東地区 (竜東地区)であって、

辰野町 を南か ら見ると、真正面の辰野駅北側に大城山山塊が響 え、その左右に深い谷合 をのぞかせている。

左方には小野及び善知鳥峠 を越えて、松本平へ通ずる国道 153号 線が横川川に沿って通 じ、天竜川の流れ

て くる右方には、国鉄中央東線があって、諏訪盆地の岡谷・諏訪 とを結んでいる。

即 ち辰野町竜東地区は、この右方の谷の東縁で諏訪盆地 との境界をなす伊那山脈 (守屋山、1650.3m)

を東縁 とし、荒神山の西側へ まわ り、同丘陵が終ってか ら再び水 路 を東方山麓下へ戻 して南流 して行 く天

竜川を西縁 とす る地域で、伊那谷北 口として諏訪及び松本 との接点である位置に加 えて東縁麓は緩やかな

山容で上野川、野底川などの沢水によって開析 され古い村落地帯があるなど、政治・経済 0交通上重要な

地域 と目されて来た。古代にあって、古東山道の通過地帯であ り、信濃16牧 の 1つ平井手牧が ここに擬せ

られ、木曽義仲四天王の 1人樋 口兼光が居住地 との伝承 を生 じさせた事等がそれである。

遺跡に限っていうならば、「上伊那の考古学調査」では37ヶ 処、昭和30年 の長野県遺跡地名表では41遺

跡、古墳 2基 、そして現在、三村兼清氏の調査によれば中世 、近世時までの遺構 を含めて70近 い遺跡が知

られている。 (第 10図 、第 2表 )

今回調査 をした山の神 と越道遺跡は、平出地籍にある。発掘結果では、山の神 より縄文早期か ら中期に

かけての土器片 と、時期が下 って四耳壺 と思われる陶片が検出されたが、この地は、有賀峠によって諏訪

と結ばれる交通の要地であって、古代東山道が走 り、また諏訪神社大御立産神事においての神使巡行の路

筋でもあった。詳細については後章で触れるため省略す るが、考古学的に見た場合、数少ない竜東地区の

古墳がこの地籍にのみ築かれていることなど注意すべ きである。

樋 口地区について、荒神 山は、中世 末期 天文 13年 武 田信 玄 と藤沢頼親との攻防地点である荒神 山城が

築かれて著名であるが、この他に荒神山丘陵 と伊那山脈の小式部城山 (1120.3m)、 東山 (972。 6m)と の

間にある 2つの段丘 もまた重要である。この うち上位段丘には、樋 口内城館の地名があ り、木曽義仲 四天

王の 1人樋 口兼光にかかわる伝承が今に生 きている。「蕗原拾葉」には「樋 口家譜」が収録 され「二郎兼

光領上伊那 之 内樋 口市5、 依之以樋 口為家号 」 とある。その拠 どころは不明であるが、朝 日村史 (昭和

43年 )に よると、「現在、樋 口には『狐城』の遺跡があ り、また血の坂の上の国道西沿いには内城の遺跡

も残っている」 として江戸末期にこの地 を訪れた、高遠藩葛上源五兵衛の「木の下蔭」 を掲載 している。

「上伊那樋 口村は往昔木曽義仲の臣、樋 口次郎兼光の在所にて世々子孫此里に住みけるとぞ、 (中略 )

本村道の西 を七間屋敷 という是古 しへ家中屋敷なるよし、六七十年己前 まで門の石礎等 もあ りたる由云伝

ふ。今に於 て稀には矢の根或は焼物類 を掘出す とぞ。天 より左右に坂あ り、右 を矢の坂 といい左 を血の坂

といふ。この坂 を登 りて屋敷跡あ り、広さ三・四丁あ りて四方堀な り、又少 し東の方西寄 りて堀あ り是 も

広さ・三・四丁、両方ばか り望な り、今 この地 を内城 といふ。今碑二つあ り、二つは五輪塔にして高 さ二尺



第 10図  辰野町竜東地 区遺跡分布 図



四方 に梵 字―字 ずづ あ り、一本 は四方塔 にて高 さ三尺 ばか り前 の方樋 口筑前守末葉 どあ り下 に、三字 ばか

りあ りとい え ど も苔 む して見 えず 、裏 に も二行 に彫刻 あれ ども一 向 にあか らず」

この内城 が上位段 丘 で、 この南 に接す る下位段 丘 が五 反 田遺跡 なのであ る。

第  2 表 辰 野 町 竜 東 地 区 遺 跡 T覧 表

図番号 遺/跡 名 所在地 遺 跡 名 所在地
先土 鶴文 弥 生 古 墳 土 師 先土 糸司LメZ 弥 生 古墳|土 師

A

B

C

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

樋 口 五 反 田

越   道

平 出 山 の 神

平 沢 (建 久 保

由 良 久 保

上 の

入沢

丸 節

山

藤

ゴヒ

松

垣

尾 峡

桜垣外(農協支所前)

小 城 ( ガヽ 条 )

大 河 原

井 出 の 清 水

駒 沢 開 拓 地

江 沢

堂 ヶ 入 ・ 仏 石

天 立嘔 界

山 の 神 上

原   田

日   向

丸   山

中 村 裏 C

御 射 宮 司 古 墳

中 村  裏  A
御 陵 ヶ 塚 古 墳

中 村 裏 B

越

越

横

見

宮

道 塚

地

址

一暴

田

団

城

寺

上

道

山

宗

の

樋

平

口
　
出

上平出

平 出

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

，

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

大 棚

塚

蔵

家

平

公

半

神   送

ココ    筆曇

久  保

口  内

赤

大

樋

址

尻

城

矢 沢

五 反 口樋 前 之 城

荒   神   社

荒神 山おんまわし

荒   神   山

荒 神 山 西 側

若  宮

ネ  ズ  ミ  田

狐  ヶ 城  址

樋 口 上 の 原

宮

姫  御

富  士

矢

窪

前  日

浅  間

沢   原

板 橋 ブ ド ウ 園

経   塚

南久保 (赤羽焼窯址 )

源   平   治

真 金 寺 入 口

上 原

池 の 久 保

河 子 沢 入 口

寺

神 主

合

向

宮

和

日

若

平  出

ブヽ  コ可

樋  口

田

羽

下

赤

伊那富

樋 口

赤 羽

沢  底

〇

〇

〇

〇

○ヽ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
脚
獄

○

○

○

―

―

（尾

―

ド

ー

跛

尾

卜

饉

随

Ｐ

Ｉ

陸

Ｆ

ｌ
ｏ

曖

Ｆ

(三 村 兼 清 氏 作 成 )



Ⅲ 樋 口五反 田遺跡

地

本遺跡は 1日 朝 日村樋 口にあ り、南方 200mに は天竜り||が蛇行 しつ 南ゝ流 している。その 7巳 濫原は水 田地

帯 となってお り、俗称腰巻の地名 を残 している。五反田遺跡はその氾濫原に臨んだ岬状 の台地で 、氾濫原

との比高差 10mを 算える。その岬の西端下には下田の部落が横たわ り、東端には遠 く樋 国内城か ら流れ来

ている「渋の沢」が深 く開析谷を作っている。遺跡の現状は水田でその地名はすでに江戸時代の検地帳に

記されている (第 11図 )。

この地に対する伝承は、樋 口次郎兼光にかかわるもので、遺跡の北方にある内城館 と関係のある遺構が

存在 したといわれ、また樋 口光平の帰依 した真金寺の址 とも言われている。すなわち、伝承は館 とか寺な

ど、特男Uな建物でかってそこに、集落の営なまれたことを示す記録はみ られていない。

この地域の気象について、秋か ら冬にかけ風は南か ら強 く吹き 、これを「伊那風」 (駒 ヶ岳おろし)と

口乎ぶが、これ を真正面に受けるのが五反田の水田であった。「唐箕の口」 とよばれ稲が一番早 く倒伏す る

所であった。 またこの地域の水便は、渋 を含み飲料には不適でその証拠 として水道がいちはや く引かれた

のは、旧朝 日村内の樋 口であった。か ような訳で五反田地籍に古代集落址の存在は考 えられていなかった。

しか しなが ら、水田造営時に遺物の出土がみ られ、鳥居龍蔵博士の「先史時代の上伊那」には、土器の出

土が言己され、 日召不日30年 の 「ノ信濃史料」に も「司様の言己載がある。 さらに日召禾口43年 の 「 1日 朝 日本寸遺物採集言己」

(三村兼清氏 )に よれば、「全部水田に造成され、一部西の土手が呆樹園、畑になっている。ここは兼光

が移封 される時、土地の人に分け与えた土地だ と伝 えられている。樋 回の公民館の南にあたる板橋川の作

った舌状の残丘台地で、ここか ら兼光の館址が300m北 に高 く見え、南を見れば羽場の手長神社址が一直

線の位置に見える。昭和37年 頃ここを水田に造成 した時、溝口近雄 さん管理の字村前 740地籍には、鉄平

石が多 く敷 き詰めてあった という。その時の様子では寺社址ではないか と居合わせた人達がいっていた と

伝 えられる。標高 720m、 口Tム の深さ50cmである。またこの造成の時、縄文中期の土器 多数が、字村横

740の 溝口近雄 さん、同 699、 同 7300同 731番 地の大森長治さんの水田・同字 728番地の大森玉一 さん

の水田に出土 し、同 じ時代の石組の炉に使用 された石が土手 を造成する時に利用されあまったのは、用水

を溜めて田に水 を引 くために利用 されてい.る 現状である」 とあって大河川の流域にしば しばみ られる縄文

中期末か ら後期にかけての敷石住居址の存在が予想 された。

中央道はこの台地 を南か ら北へ開掘_し て行 く。発掘 も同様に幅40mの範囲で進んで行 った。台地端 より

10mに 2本の トレンチを入れここをA区 とし、続いて北方 100m間 を全面発掘 しここをB区 とした。さら

に北方60mに ついては、中心杭 より東方 を全面発掘、西方には 4本 の平行する トレンチを入れここをC区

とした。発掘前の水 田の姿は、南に向って段 を成 しC区標高 709m・ B区標高 709 m O A区標高 708mで

ある (12図 )。

形
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第 12図  樋 口五 反 田遺跡 発掘 区域 (1:5000)

層序について、地表下25～ 30cmま

で耕土、そ して約 10cmが床土 (酸化

鉄 を含む沈澱層 )、 以下が遺物包含

層である。

遺構 ・遺物

遺構 は A区 にはみ られず 、 C区 も

同様 であ った。縄文 中期 、晩期 の遺

物 は相 当量検 出 され、一部 には柱穴

状 の ピッ トも見 られ たが 、住居址 等

の遺構確 認 には至 らなか った。お そ

ら く水 田造成時に破 壊 され た もの と

思 われ た。 ただ B区 にお いては、縄

文 晩期 の配石址 と組文 中期 の包含層

を掘 り抜 いての、弥生後期集 落址 、

さらに同上 に築か れ た方形 同溝墓 が

ヽ

⑪

旬00° 第 13図  樋 口五 反 田遺跡 B区遺構配 置図 (1:400)



存在 した。 その数 は縄文 中期住居址80

縄文 晩期配石址 160弥生後期住居址 11

・方形周溝墓 2基であ る (第 13図 )。

以下縄文 中期住居址 よ り記述 して い

く。

縄文 中期住居 t」L

(1)第 5号住居 址 (第 14図 )

1号周溝墓 の溝 内テ ラスに発見 され

た住居址 で西端 を 4号址 、南端 を 1号

元す る資料 にはな り得 ない。炉 は、北東壁 よ り 3。 5m

の所 に発見 され た。径 50cmの地床炉 で小 さな礫が 2個

残 ってい る。深 さは15cmで、 5 cmに わた り焼土が堆積

していた。出土遺物 は炉 の北側 に接 して縄文 中期 前半

の土器がつぶれて いた。

(2)第 6号住居址 (第 15図 )

2号周溝西溝内側 に接 して発見 された住居址 で、プ

ラン・規模 につ いては不 明 であ る。黄色粘 土層上 に床

は構築 されているが 、何 ら敲 打 され た痕 跡 はない。柱

穴 、壁 はわか らず炉址 だけが残存 していた。炉址 は、

径 15cm程の小礫 (河原石 )10数個 を用 いた石 組炉 で、

規模 内径 30× 35cm、 深 さ 9 cmで焼■ は僅 か にあ り炭 も

あった。遺物 には、完形 品はな く土器破 片だけであった

(3)第 10号住居 址 (第 16図 )

1号周溝墓 内にあ り、西方 を16号住 、北方 を周溝墓北

壁は南方 1.2mに わた って見 られ、その カー ブか ら円形

第15図 樋 口五反田遺跡第 6号住居址炉址

溝に切 られ、東方は18号住 と重複 し合 っている。

のプランであることが想定 されるが、規模 について

『IP墨[:`[獣 [|;量[iF[1「、 k`〆
黄色粘土層 を10cm切 り込んでいるが、

…
た。焼土・張床などの痕跡はな

第14図 樋 口五反田遺跡第 5号住居址実測図 (
穴は 2イ固発見されたが、上音6欅 1 :80)



第 16図  樋 口五 反 田遺跡 第10018 80)

は不 明であ る。同所 におけ る壁高 は

15cmであ る。床 面 は軟弱 で炉址 以 外

の遺構 はみ られ なか った。炉 t」Lは 、

径 50cmの円形 の地 床炉 で 、深 さは 7

～ 8 cmで焼土 は中に充満 して いた。

ただ し、同内か らの有機 物 の検 出は

なか った。遺物 は炉址 脇 よ り縄文 中

期 前半 の完形 品の 出土 をみ た。

(4)第 14号住 居 址 (第 17図 )

12号住 の西方 にあ る竪 穴 で、東辺

は 12号住 に切 られ床 面 の一部 と炉址

のみが検 出 されて い る。壁 は、東辺

及 び北辺 各50cmが検 出 されて いて 、

その高 さは 10cmであ る。炉 l」Lは 、 1

辺 70ёmの方形石 組炉 であ るが 、石 塊

数イ固が抜かれ現状 の ま ゝでは ない。

深 さは15cmで内部 に 2個の ビ ッ トが

み られた。焼土 はあ ま り見 られ なか

ったが 、焼 けた骨 片数 片 を見 いだ した。 なお炉址 の位 置 は、推定東壁 よ り 1.3mの 位 置 にあ る。

(5)第 15号住居址 (第 17図 )

14号住の南方にある。14号住の床面が軟弱で確認困難ではあったが、炉址 との関係か らみて同住 を切 り

込んでの造営 と考 えられる。 もっとも、東半分は13号住に切 られて しまっているが、残存 している北壁、

南壁のカーブにより径 4m内外の円形プランと推定 される。壁高は 7-9 cmを 計る。床面は一部敲打 され

て良好 であ るが大部分

は軟 弱 で 、 検 とLは 困難

で あった。床面上 の施

設 として、南壁 に接 し

て 3個の柱 穴がか た ま

って存在 してい る。径

は いアドオ■も40cm項TttR30

Cmで あ る。住居 t」Lの 中

央 に近 く埋 甕炉がみ ら

れ た。深 さ10cm程度 で

焼土 と炭 が わずか にみ

られ た。炉址 の西辺 に

Ｏ
ｍ

０
０

19号住居址実測図 (

第17図 樋 口五反田遺跡第14・ 15号住居址実測図 (1:80)



接 して柱 穴 1個 、更 に接 しては埋

甕 1点が あった。埋甕 は、波状 口

縁 を持つ深鉢形土器 で直立 の状態

に埋 め られ、底部 は欠失 していた。

内部 か らは何 も検 出 されなかった。

遺物 は土器 だけで床 よ り10cm上か

ら多 く出土 してい る。

(6)第 17号住居址 (第 18図 )

1号周溝墓 北方 と16号住 に よっ

て大部分 が破壊 されてい る住居址

で、残存 して い る壁高 は 25cmで、

若干傾 斜 して い る。床 面 は軟弱 で

南壁 よ りに 3個 ピ ッ トが検 出 され

てい る。

(7)第 18号住居址 (第 16図 )

西音6に お いては1け住 と、 南辺 第18図  樋 口五反田遺跡第17号住居址実測図 (1:80)

にお いては、 19号住 と重 複 し合 ってお り、 さ らに 9号住 によつて切 られ た住居址 であ る。 19号 住 との関係

につ いて、 18号住 の炉址 は 19号住床面 よ り、10cm浮いた状態 で営 な まれて いた。炉 は 3個の石 塊 を「 コ」

字形 に配 した月ヽ規模 な もので内径 は20× 30cm、 深 さ10cmであ る。

(8)第 19号住 居址 (第 16図 )

東半分 を 9号住 に切 られ た円形 プ ランの竪 穴 で、直径 3.8mを 計 る。壁高 15cmで床 は水平軟弱 であ る。

竪穴 の中央 には径 50Cmの円形地床炉が作 られ ていた。 よ く焼け、木炭塊の出土が見 られ たが 、土器 片等 の

遺物 の出土 はみ られ なか った。

(9)単 独 出土土器 (第 19図・ 27図 )

2号周溝墓 北西隅 内側 に径 lmほ どの ピ ッ トが あ り、その中に深

鉢形土器 が倒 立 していた (202)。 底部 には穿孔 がみ られた。 ピッ

ト内か らは この土器 の他 に遺物 は検 出 されず 、又倒 立土器 の中か ら

もなん ら遺物 の検 出は なか った。深鉢形土器 は 口縁部 を欠 いてはい

るが 、 残存音6径 21.5cm、  高 さ29cmを 言十り、一面 に粗 いイ蠅文 が施 され

上胴部 には 1条 の大形沈線 に よる曲線がめ ぐって いる。

O θ

Q

第19図 樋 口五反田遺跡単独出土組文土器



出 土 遺 物

B区発 見の 9住居址 及 び C区の包含層 よ り出土 した縄文 時代遺 物 は、土器 、石 器及 び 1点の土偶 である。

以下 土器 よ り 9住居址別 にその概 略 を記 して い きたい。 (第 20～ 29図 )

(1)第 5号住 居址 出土遺物 (第 20021図 )

復 元 可 能 な大 形 深 鉢 土 器 (1)、 と破 片 20数 点 (2～ 24)で 1は器高 60cmを 計 る大形 な もの で「 く」

の字 に張 る屈折底部 が特長 であ る。 キャ リパー形 の 口縁 には、蛇 を思 わせ る渦巻文 が部分 的 に施 され 、同

部 は竹管工具 に よる三角形状 区面文 で うずめ られている。8も また 口縁 の外彎 した キャ リパ ー形 を とる大形

甕 で、 口縁 外側 には粗 い爪形文 を施 した渦巻 把手 が附せ られてい る。 9～ 19は 1と 同様 の区面文 を施 した

胴部破 片だが 、 20305～ 7は 頸部下破 片 で縦 走す る沈線が主文様 とな ってお り、若千 型式 の湖上 が考

え られ る。 20～ 24は お そ ら く混入 と思 われ る もの で 23・ 24は 後期 に位 置す る もの であ る。

2)

:iむ
■や蒻

1 1、 5号住 出土 (1:6)

(2)第 6号住 居址

出土遺 物 (第 21図 )

25～ 36ま での破 片が

土器 の全 てであ る。

口縁部 には半裁竹 管工

具 に よる格子 目文 を施

した もの 25・ 27、  浮隆

線文 に よって曲線文 の

オ苗かれ た もの28があ る。

胴部破 片 は、平行 線文

を縦 走 さて た30を 除 い

ては隆帯文 及 び太形 沈

線 に よっての区面文が

描 かれ て いて 、 この住

居址 のおお よその時期

が推察 され る。なお下

胴音Sの破 片 である35は 、

その胎土か ら八.ヶ 岳 山

麓地方 の土器 を思 わせ

る。

う
ζ

第20図  樋 口五反田遺跡出土縄文土器拓影その

(3)第 10号住居址出土遺物 (第 22図 ,

37～ 55ま でで単一な様相 を示 している。いずれ も半裁竹管工具による横走及び縦走する文様で飾 られて

いて、甕の口縁は多く「 く」字状に屈折 し、同部には波状文ないし格子 目文などやや複雑 な文様構成が と
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19

られている。この他に 1点、口径 14cm、 高さ24.5cmの樽形壺 をなす完形土器がある。同様に半裁竹管工具

を駆使 しての複雑 な文様構成がみ られるが、特に も口縁近 くにはられた径 5 cmの 円盤は印象的である。

(4)第 14号住居址出土遺物 (第 22図 )

51～ 81ま での破片で、主体 を占めるものは大形沈線による区面文である。この他に半裁竹管工具 による

格子 目文78や 爪形文による三角形文様75～ 77、 及び縄文地文の上に沈線文、絡条帯圧痕 を縦走させたもの

がある。 (79～ 81)
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第22図 樋 口五反 田遺跡 出土縄文土器拓影 ぞの 3 37～ 5510号住・56～ 81 14号住出土 (1:4)'
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15号住出土 (1:4)第23図 樋 口五 反 田遺跡 出土縄文土器拓影 その4 82～ 113



(5)第 15号住居 址 出土遺 物 (第 23図 )

82～ 113ま でが本址 の 出土土器 で大 き く 3類 に分 け られ る。 ひ とつ は半裁竹管工具 に よる文様 が施 され

る もの82～ 93・ 97～ 100で 、 口縁部 は外彎 ぎみ で同所 に格子 目状文様 をめ ぐら している。 ただ87092に 限

っては、平行線文 を粗 く斜め にか きお ろ してい る。上 胴部 は間隔 を置 いた平行 線 を垂下 させ てい るが 、97

は剣様状 の文様 を横 に連 続 させ て い る。 なお97は 本址 の埋甕炉 として用 い られ た もので あ る。95～ 960101

は縄文 のみ施 こ した もので、96は 椀形 とな り 101の底音陶こは木葉痕 が附 されて い る。 102～ 113は 大形 沈線

及 び浮隆線文 で曲線文 を描 いてお り、器形 は下 胴部が」、くらみ 、あ るいは屈折底部 を もつ キャ リパー形 の

器形 とな る。 102は 下 胴部 に所 謂櫛形文 をめ ぐらす もの で、弧 をなす隆帯 には蛇様 の意 匠が加 え られて い

る。 104の 下胴部 に も同様 な文様 が施 され てい るが 、その中 を垂下す る線 は舌先 に よる沈線 ではな く、撚

糸様 の圧痕 線が用 い られ てい る。

(6)第 17号住居址 出土遣 物 (第 24図 )

出土 した土器 片は僅 少 であ る (114～ 118)。 2片 は縄文 で、 114の それ は羽状縄文 をな して い る。他

の 3片 は縦 走す る区画文 の小 片 であ る。

(7)第 18号住居址 出土遣 物 (第 24図 )

18号住 の覆土か ら発見 され た土器 は 119～ 127ま でで、平行 沈線 に よる三角 形文 、格子 目文 119・ 120、 爪

形 に よる三角 形文 126、 爪形文 と縄文 とが並 用 され る もの121及 び太 形沈線 に よる区面文 123等が それ で ち

る。
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(a)第 19号住 居址 出土遺 物 (第 25図 )

床面 か ら発見 され た ものは、縄文地文 の上 に沈線 に よる懸垂文や剣葉文 を描 いた胴部破 片 な ど 4片 128

～ 131であ る。

(9)弥 生時代遺構覆 土内 出土土器 (第 25026図 )

組文 土器 片 は、弥生後期 の住居址 及 び方形周溝墓 の溝内 よ り多 く検 出 されてい る。

住
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号
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第25図
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第28図 樋口五反田遺跡出土縄文土器拓影その 9203～屹42 C区出土 (1:4)
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243～ 263 C区 出土 (1:′ 4)



土である。1620163は 、指頭による凸凹文のある凸帯 をめ ぐらした深鉢で、 168は 変形工字文様の文様帯

をめ ぐらしている鉢 である。

次に170～ 201ま では 102号 周溝墓の溝内より出土 したもので、この中には、 506010017018・ 19

号址に属す るものが混っていると思われる。縄文中期前半か ら中葉そして末葉にかけての ものが大部分だ

が、後晩期の もの197:19802000201も 若干検出されている。

(10)C区 出土遣物 (第 28029図 )

縄文 中期住居址、晩期配石址、弥生後期住居址の発見 されたB区以北の C区 とした地域か らは、綿密な

調査に もかかわらず、住居址等の遺構の検出はなかった。ただ、水田床土下の黒褐色土層内よ りは、縄文

,中 期の土器片及びそれに伴なっての少量の後期 (254～ 261)、 晩期 (262～ 263)の 土器片が出土 している。

その出土量 も南部分において多 く、北へ行 くに従ってその量を減 じている。

縄文中期土器片は、中期前半、中葉時が主体 を占め、 227の蛇の意匠ある把手は注意 を引 く。また渦巻

文でスペースの全てをうめている 253は 、三角形柱状土製品の破片 と思われる。

(11)石   器  (第 30031図 )

B区の縄文住居址 、同 じく同弥生時代遺構及び C区 より発見された石器は、第 3表のように打製石斧・

第  3 表 樋 口五反田遺跡組文時代石器 出土地点別一覧表

石器番号 出 土 地 点 石器 番号 出 土 地 点 石器番号 出 土 地 点 石 器番号 出 土 地 点

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

．

２

３

４

５

６

７

８

９

1号住

3号住

4号住 |

8号住

15号住

1号周溝墓

区
　
区

Ｃ

　

Ｃ

表
　
Ｃ

採
　
区

3号住

7号住

表 採

15号住

表 採

4号住

7号住

1号周溝墓

C 区

号住

採

１
　
表

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

9号住

酉己ア
=t」

L

15号住

1号周溝墓

2号周溝墓

酉己アゴ地止

表 採

1号住

1号周濤墓

C 区

表

Ｃ

表

Ｃ

採

区

採

区

５８

５９

６。

６．

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

70

71

72

73

C 区

表 採

5号住

7号住

ぷ号住

15号住

2号周溝墓

C 区





第31図 樋 口五反 田遺跡 出土縄文 時代石 器実測、図 その 248～ oO(1:4)61～ 72(1:8)



磨 製石 斧・石 匙 ・石 剣 ・凹石 ・石皿 ・砥石 でその量 は さ して 多 くない。石 材 は天竜 川及 び同川に注 ぎ込 む

横 川川 、沢底 川等 に見 られ る安 山岩 、片麻岩系統 の転石 で、ただ石匙 (20)の みが黒耀石 製 である。 その

出土 した遺構 、地 点 につ いては、第 3表 を参照 してほ しいが 、良好 な住居址 の検 出が なか った こ とと合 わ

せ て、 15号住 を除 いては石 器 のセ ッ ト関係 をつ かむ こ とはむずか しぃ 。 ただ強 いて言 えば黒耀石 製 の石鏃

の出土 がみ られ なか った こ と、石匙が僅 か 1点 のみの出土 であった こ とな どは、注意すべ きこ とか もしれ

ない。

(12)土  製  品

土製 品には C区 出土 の三角 形土製品の他 に 4号住覆土 内 よ り発見 された∴偶 の破 片が あ る (第 32図 )。

顔面か ら肩部 にかけ ての破 片で、顔面 は正 円形 を呈 してい る。僅 か な肩部 の破 片か ら類推 す る と辰野 ・新

町豊土の仮面 をつけた土偶のように顔 を前方に突 き■liし た呈 をなす もの と考えられる。胎土、焼成、中空

であること、肩部にみ られる僅かな沈線文などよりその所産は縄文後期であろう。顔面は径 4.5 cmの 円形

で沈線によって縁 どられ上部 3分の 1の 所に微隆帯が走 り、その両端に耳部が表現 されている。隆帯の下

には沈線によって細長の目が切 られ、その中辺は隆起 し下方か ら 1孔が刺突 されて鼻 を形づ くっている。

日は、下方にあ り円形の小孔で表現 されている。径は o.5 cm2、 深さ 1.4 cmで ある。

酉己Z〒 力止

1号住 の南方 に発見 され た配石址群 は、東西 20m、 南北 15mの 範囲 を有 して いるが 、 1号住 内か ら多量

第  4 表 樋 口五反 田遺 跡配石 址一覧表

3)

酉己Zヨ カ止
番 号

プ ラ ン 主 軸 方 向 内マl♂ 模 さ

＞
深
＜ｃ

内 部 状 態 壼退 物

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

不 歪 楕 円 形

不 歪 楕 円 形

不 歪 楕 円 形

不 歪 長 方 形

不 歪 楕 円 形

不 歪 楕 円 形

不 歪 長 方 形

不 歪 三 角 形

不 歪 長 方 形

不 歪 楕 円 形

不 歪 楕 円 形

不 歪 長 方 形

不 歪 楕 円 形

不 歪 楕 円 形

不 歪 楕 円 形

不 歪 楕 円 形

N61° W

N41° W

N61° W

N60° E

N47° E

NO° E

N57° W

N49° W

N70° E

N87° E

N24° E

N49° E

N52° W

N24° W

N8° W

S64° W

130〉く 40

155)〈  72

165〉〈 68

185)< 83

254〉〈 69

187)く 118

180)〈  52

157〉く 83

339〉〈 70

213)〈 110

120× 42

133)〈  53

335)く  84

160〉〈 55

157〉く 62

126〉〈 82

-16

-13

-10

-13

-12

-12

-13

-14

-14

-15

- 9

-10

- 8

-13

-12

--11

石 が 3個

石 が 9個

不Tが 12イ固

石 は な し

たrが 10イ固

石 が 7個

石 が 1個

石 が 4個

石 が 7個

石 が 8個

石 が 4個

石 は な し

石 が 2個

石 が 5個
縁石 に石棒

石 が 4個

石 は な し
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第33図  樋 口五反田遺跡配石址群実測図  (1:600)



の石 塊が 出
′
土 した こ と、そ

の北 壁 外に配石 16号址 の発

見 され た こ と、さ らに 1号

周溝墓 の溝内及び その 内の

テ ラス上 に石 塊が存 在 した

こ と、 また縄文 晩期土器 片

が 7 ・ 8 0 9 ・ 11号住 よ |)

検 出 され た こ と等か ら、か

っては南北40m程 にわたつ

て構築 されて いた と思 われ

る。 ただ し、東西幅 は20～

25m程度 で中央道 の用地 に

限 って言 えば 中心杭 よ り西

方 にはみ られ ない。

遺構 の検 出 され た層位は、

水 田床 土下 の黒褐 色粘 ―L層

中で石 の上面 は床 土 に接 し

ていた。従 って水 田造 成時

に相 当量石 塊 のぬ き取 られ

た こ とが考 え られ、事実古

老 の言 にお いて も同様 であ

った。石材 は 1点 の石棒破

片 を除 いては 、いずれ も角

の ない河原石 で安 山岩・片

麻岩 な ど天竜 川で採集 で き

る もの であ る。大 きさは両

手 でかか え上 げ る程度 の も

のか ら、人頭 大 の もの まで

であ る。 これ らの石塊は規

則′
1生 な く雑 然 と埋 っている

か に見 えたが 、浮 き石 を除

去 して い くと16を 数 える配

石址 が確 認 で きた。

(第 33図 )

七f~けぎ≡L⊇ ‐里ゴ年1

3

11

第34図  樋 口五 反 田遺跡配石 l■L実測図 その 1(1:30)



遺物 は土器 片・石 器・

骨片 で土器 片 はいずれ

も配石址 の上 面 ない し

周辺か ら発見 され 、そ

の状態 は 16号址横 の埋

甕 を除 いて いずれ も破

片 であ り、全器形 の う

かが える ものは存在 し

ない。破 片の部位 は 口

縁部 が圧倒 的 であ る所

か ら土器 を故 意 に破砕

した とみ るよ りは、配

石 t」L周 囲 に 16号址 のそ

れ と同様 の逆位 の埋甕

を想定 した方が適切 か

と思 われ る。石 器 は、

石鏃 が大部分 を占め、

同種遺 跡 にみ られ るよ

うな非実用 的石 器 は出

土 して,ψ な` い。 また石

鏃 にづ いて欠損 してい

るケー ス も少 ない。骨

片 はすべ て配石址 内 よ

り出土 した。 これにつ

いては、後章 でふれた

い。 なお この骨 片 につ

いては直良信夫博士・

鈴 木誠博士 の御教示 を

得 た。

以下 各配石址 の記述

に うつ るが 、その数値

につ いては第 4表の と

お りであ る。

n一 〇   4

(1)配 石 第 1号址 (第 34図 )

1号住東壁 に接 して 第35図  樋 口五 反 田遺跡配石址 実 測図 その 2(1:30)
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第36図  樋 口五 反 田遺跡配石址 実測図 その 3(1:30)
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め一

い る もの で、西端 の大石 は二

つ に割 れ 、片方 は 1号住 の床

面上 に転落 して いた。上 画 と

東 縁 の石 塊 は失 なわれて い る

が 、南半分 よ り北半分 に どう

も大石 が用 い られて いた よ う

で ある。配石 内凹み の床面 は

低 平 で床 よ り6～ 10cm浮 いて

3個の石 塊が存在 していた。

出土遺物 は黒耀石製 の完存 な

石鏃 1点 と少量 の骨 片 で火熱
｀

を受 け た鹿 の角 であ った。 た

だ し、焼土 、火 熱 を受 け た石

塊 は発見 されて いな い。 なお

本址北側 に逆位 の埋 甕 と考 え

られ る土器 片縁部破 片が 2個

体 分 出土 してい る。

(2)配 石 第 2号址 (第 34図 )

長 さ 2mの規模 を持 っ もの

で、東半部 の石 は大部分失 な

われてはい る も西半部 は覆石

が ほぼ残 っていた。酉己石 内は

15cm程掘 りくぼめ られ西半部

よ り火熱 を受 け た鹿角 片 を検

出 して い る。

(3)配石 第 3号址 (第 34図 )

全長 2.8mを 計 るが 、凹み

の長径 は1.65mで終 っている。

凹みの上面 はほぼ石 で覆 われ

ている。出土遺物 は黒耀石 片

と鹿 角で、配石址付近 よ り土

製円板 が発見 されて いる。

10
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第37図  樋 口五反田遺跡配石址実測図その 4(1:30)

(4)配石第 4号址 (第 35図 )

配石 の良好 な部分 は西端 のみで他 の大部分 はぬかれてい る。西端辺 の一石 は高 く響 立 している。凹みの

深 さは 10cmで若干 の骨片が検 出 されて いる。



(5)配 石 第 5号址 (第 36図 ):

5号址 は 6号址 と共 に主軸

方向が他 の もの よ り若干 か わ

ってい る。比較 白勺縁石 と覆石

の遺 存状 態 は良好 であ る。覆

百の一部 は 、内部 の凹みの床

面まで落 ち込 んでいた。 出土

遺物 は無茎 の黒耀石 製石鏃 1

点 と骨 片 だけ であ る。

14 (6)配石第6号址(第 35図 )

長 さに比 し幅広 の もの で縁

百の もっ とも完存 の ものであ

る。 内部 の凹み は、 187× 111

lmで ちなみ に成 人 を横 た えた

場合 、仰 臥屈葬 させ てなお若

千のゆ と りが あ る。凹み 内か

らの 出土遺物 は骨片 のみ であ

る。

(7)配 石 第 7号址 (第 35図 )

西側 の縁石 と両端部 の石 塊

が残 っている。 -13cmを 計 る

凹みか らは、骨 片の検 出がみ

られ た。

(8)配 石第 8号址 (第:37図
)

7号址 に続 くもので、長 さ

は 1.8mと その規模 は小 さい。

内の凹み は著 じる し く歪 んで

い る。 出土遺 物 は骨片 である。

(9)配 石第 9号址 (第 36図 )

13号址 と共長 さ 4.5mを越 、

す大形 な もの であ る。覆石 は

な く縁石 もなかば を抜 き取 ら

1     晰

%

↓）ｑ̈

第38図樋 口五 反 田遺跡配石址 実測図 その 5(1:30)



れてい る。凹み内か らは柳葉 形 の石鏃 1点 と火熱 を受 け た鹿角 が 出土 してい る。

(10)配石 第10号址 (第 37図 )

配石址群 の西端 にあ る もので、石 塊 のなか ば を失 なってい る。凹みは15cmと やや 深 く骨 片の出土が見 ら

れてい る。

(11)配石 第‖号址 (第 34図 )

2号址 の隣 りに発見 され た もので、長 さ、幅共 に小 さい。縁石 も片側 を欠 いてい る。骨片が 出土 してい

る。 ,

(12)配石 第 12号址 (第 37図 )

11号址 同様 、規模 の小 さな もので片側 の縁石 を失 ってい る。骨 片が 出土 してい る。

(13)配石第13号址 (第 36図 )

大形な配石址であるが、石塊のなかばは失われている。中の凹みは浅いがその内より骨片が出土 した。

(14)配石 第 14号址 (第 38図 )

13号址 の隣 りにあ って、片側 の縁石 を欠 いてい るが 、南端部 にはやや大 きめの石 塊が据 え られて、それ

に接 して径 20、 長 さ60cmの石棒破 片が立 て られていた。 この石棒 は その大 きさか ら明 らか に縄文 中期 の所

産 と考 え られ る もので、 この場合石棒 自体 に意味 を持 たせ る必要 はない。 ただ し、配石址 の一端 に大石や

柱状 の石 を置 く傾 向のあ るこ とは、本址 の例 か らうかが われ よ う。 内部 か らは骨片が 出土 してい る。

(15)配石 第 15号址 (第 38図 )

石 塊 の大半 を欠失 して い る。骨片が検 出 されてい る。

(16)配石第 16号址 (38・ 39図 )

1号住居址 の北壁外 に発 見 され た もので、 126× 82cmと い

う不歪楕 円形 の凹みが あ り、その片縁 に 10数個 の石 塊が置か

れてい る。凹みの内か らは骨 片が検 出 されてい る。 この酉己石

址 の北西方 30cmを お いて縄文 晩期 の大形深鉢形土器が倒 立 の

状態 で埋め られていた。 日縁 の位 置 は配石上面 の レベ ル より、

30cm程下 であ る。 なお 、 この埋 甕は図上復 元 をす る と60～ 70

cm程の器高 とな り、底部 は当時 の地表外 にあ った こ とになる。

第39図 樋 口五反田遺跡配石址

配石第16号址 出土埋甕



配石 址 出土遺 物

若干の 縄文 中期初頭 土器 片の混在 をみ たが 、主体 は縄文 晩期 であ る。 (第 40・ 41図 )

縄文 中期 の土器 片は 1～ 14ま でで、 うち 1～ 407～ 11は 半裁竹 管 [工具 に よる格子 目文 を回縁 にめ ぐら

す 中期初頭 の ものであ る。 なお 4に は三角 形 の印刻文 が見 られ る。506012～ 14は 中期 中葉 の勝 坂 式的 な類

であ る。

主体 を占め る土器片は、15～ 103ま でできの うち盤・63065073・ 79は 綱文後期に位置す るもので、内

面に 5条の沈線 を走 らす。79の鉢などは典 型的な加 曽利 B式土器である。

縄文晩期の土器片は、器形・焼成・胎土から粗製、精製の 2種に大別できる。粗製はおお く深鉢形 をと

る。この うち口縁の外側にやや幅のある凹み状の沈線 を 1条め ぐらしたもの (32)、 沈線の 2条走るもの

(17021023024026030035036・ 37041)が あ り、シャープな 1条 沈線及び 2条の沈線 をめ ぐらした

ものは口縁内側にも多 く1条の沈線 を走 らせている。さらに、それ らの深鉢の器表面は口縁外側に幅広の

1条 をめ ぐらす ものよりも、研磨の痕が著 じるしく見方によっては、半精製的な感 を与 える。なお、日縁

外側に 3条 ないし4条 の沈線 をめ ぐらす ものがある (39044)。 この うち44は 配石16号址 のかたわらに発

見された逆位の埋甕で回縁径は44cm、 残存器高は25cmを 数 えた。その器形は、日縁下1lcmに 稜線 を走 らせ

ているもので、稜線下の胴部には薄い擦痕が施 されている。頸部 と内面はヘ ラ状の工具 を横走 させての研

磨 でこれ も所言胃半精製の部類に入る。

粗製土器にはこの他に、無文 と条線のあるもの とがある。なお84085は 口縁外側断面四角形の凸帯文 を

め ぐらし、胴体上に穀粒状の刻 目がなされていて東海的な色彩が濃厚である。いずれ も粗製の深鉢で口縁

は平縁が大部分だが中には、 2個並列の山形突起 を置 くもの もみ られる (93・ 94)。 条線 あるもの (100
二103)、 うち100 0 1olは その施文工具は不明だが ともか く口縁音防 らヽ擦痕が横走 している。1020103は よ

り薄い刷 目状の擦痕が縦走 している。

精製土器は浅鉢・鉢・壺形 をなす もので、口縁外側には 3条 ないしそれ以上の幅狭いシャープな沈線 を

め ぐらし、内部にも 1条 ～ 3条の沈線 を刻む もの (46050054～ 57069)、 数条の沈線 をむすんで工字文

を構成 しているもの (53・ 58～ 61・ 68070075～ 77)、 1条 の沈線 を折 り曲げて 3角 形状の空間を作 り出

しているもの等がある。鉢形土器の形態は口縁か ら婉状に丸 く収約 してい くもの と、日縁が「 く」字に短

く屈折 して以下婉状 をなす もの とに別け られる。壷形 をなす もの として80～ 82がある。80081は 、回縁が

短 く立 ち上が り最大腹形部位 を器高中辺に置 く無頸壺的な ものである。文様帯は上胴部のみ施 されてしヽる。

その文様はやや太めの沈線 を用いて彫刻的な工字文である。82は 小形品で胴部一面に重杏仁形文様 をめ ぐ

らしている。

最後にこれ ら精製土器の うち口径の大 きい76077は 、配石 1号址の傍 らより口縁 を下に して発見 された。

また、その附近 より、80・ 81の 壺形土器片が出土 しているこどを記 してお く。なお、83は 精製土器片 を加

工 しての円板 で配石 3号址附近か ら出土 した。

採集 された石器は、石鏃 と凹み石だけである。石鏃 (第 42図 )はすべて黒耀石製で完形品が大部分であ

る。形状は小形の無茎が大部分で、有茎・柳葉形は17点 の うち14点 のみで、うち16は ことに大 きく圭角 を

4)



第40図 樋 口五反 田遺跡配石 t」L出土縄文 土器拓影 その 1(1:4)
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第41図  樋 口五 反 田遺跡配石址 出土縄文土器拓影 その
｀
2(1:4)
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第42図 樋 口五 反 田遺跡配石址 出土石鏃 実 測図 (1:2)

を有す る飛行 機鏃 である。

出土地点 につ いて配石 1

号址 (4)、 配石 5号址

(3)、 配石 9号 t」L(15)、

配石 ,周 辺 (1・ 206～ 80

11・ 12・ 14・ 16017)表

面採集 (509「 10013)

であ る6凹み石 は縄文 中

期 の遺構 及 び包蔵地 出土

の もの と何 ら変 りはない。

5)弥 生住 居址

樋 口五反 田遺 跡 の弥生

住居址 群 は 、天竜 川 に向

って突 出 した岬状 台地 の

先端 よ り40m奥 まった地

点 よ り発見 され た。東西

幅 は長 さ40mの 中央道用

地幅以外 まで尋 ね るこ と

はで き得 なか ったが 、 1

号 周溝墓 東方 に 1住居址

の存在が確 認 され てい る

こ と等か ら、おそ ら くは

第43図 樋 口五反田遺跡第 1号住居址実測図 (1



台地幅いっぱいに住居の営なまれてい

たろうことが推察できた。,こ れに対
‐
し

て、南北幅は南端に発見された 1号住

より40m離 れた地点に 8号住 を見出 し

たのが最後で、それ以北には 1軒の竪

穴 も見出せ なかった。東西幅40mの 中

央道用地内に発見された住居址 は、 1

0203040708090110120

13016の 1lヶ で番号は発見順 に付 して

いったが、規模の大小、プランの異同、

重複関係、特に火災の有無、後述す る

1号・ 2号周溝墓 との切 り合い関係か

ら 2期 もしくは 3期に分類す ることが

できそうである。

(1)第 1号住居址 (第 43図 )

住居址群の南端に発見 されたもので

主軸方向をN-29° 一Wに置 く隅丸長

方形プランを持つ。規模は 9。 2× 6.8

mと 大 きす ぎる。 壁は垂直で北壁で

は60cm、 南壁では40品 を言十る。 壁
~下

に

は溝などの施設はみられない。床は水

平堅緻 で粘土 を敷 きこれを敲打 してあ

る。炉址が 3ヶ 発見されていることか 第44図 櫂 口五屎田遺跡第 2号住居址実測図 (1:80)
ら、床面の修築が考えられ精査 したが、そのような痕跡 を確認するには到 らなかった。なお、炉址のレベ

ルはみな同一であった。床面上の施設 として柱穴は 7ヶ 発見されたが、主柱穴 と見 られるものはP.～ P4の

4ヶ と推察 される。主柱の深さはP.が50cmと 深 く他は36～ 28と 浅 きにす ぎる。炉は 3ヶ 所に発見された。

いずれ も土器 を火壺 とした地床炉で、火壺の外は焼土が堅 く:火壺の中は上部に堅い焼土があるも下部は炭

と灰の柔 らかい土で満たされていた。F.は北壁中央 1子 、ァとも近い位置 を占めているものでく、無文の壺胴

部 を逆位に用いて、ヽる。F2は F.の 内側にあ りRと ■の上に梁 を想定すればその直下に位置 している。甕形

土器の回縁 をそのままに用いている。これに対 して、F3は 東壁に近 く発見 された。胴長の甕 を直立 させて

火壺 としている。このはか床面上の施設 としては北壁に接 して21× 12cmの 長方形平板石 1枚が敷かれてい

た。周囲に遺物はみられていない。なお、遺物は土器だけでそれ も火壺に用いられた 3点 の土器以外はみ

な破片である。

(2)第 2号住居址 (第 44図 )

一-47-一



1号住の西方 1.7m発見されたもの

で、主軸方向をN-45° 一Wに とる方

形プランの竪穴で 5.4× 4.6mである。

壁高は50～ 40cmで 、壁外施設 としては

東壁上にピッ トlヶうが たれている。

床面は粘土 を敷 き固めてその露呈はき

わめて容易であった。主柱穴は 4個整

然 と設け られてあ り、うちP2° P3° P4

の内部には石塊が埋め られていた。炉

はPlと P4の 中間に設けられている。地

床炉で深 さ25cmあ り、その底に甕形土

器の回縁が うめ られていた。傍 らに石

塊がある。

(3)l第 3号住居址 (第 45図 )

主軸方向をN-3ぴ ― E、 長方形プ

ランの竪穴で6.7× 5.3mの規模 を持つ。

壁高は38～ 35cmで・ROべD浅 くイη酉己は緩」や

かでかつ柔 らかい。主柱穴 として一応

4ヶ のピッ トを想定 したが、P3は 径が

大 きくかつ壁に寄 りす ぎていて難があ

る。炉は北壁に寄 って 2ヶ 設けられて

いるが、P.と P4を 結ぶ線の下にはない。いずれ も土器 を火壺 としたものでレベルか らすればF2が深 く、発

掘時の所見によればF2が最初の炉で遅れてF.が作 られた ということになった。ただし、床面は 1層 で張床

の痕跡はない。F2は無文の土器 口頸部破片、F.は 立ち上った口縁 を持つ壺の上半部 を逆位に用いている。

なお、この住居址の北壁は 2号周溝墓の南溝によって切 られている。

(4)第 4号住居址 (第 46図 )

主軸方向を 3号址 とほぼ同方向に とる長方形プランの もので、規模 は 1号住に次 ぐ8:4× 6.2mの 大 きさ

を持つ。壁高は45cmと 深いが、掘 り込みは直ではな く相当の傾斜がある。床面は硬 く水平であったが、壁

下か ら lm程度離れると厚 さ 3～ 5 cmの 張床 となった。この張床は焼けていて、張床に伴なう施設 として

P.～軋までの主柱穴とF3'F4の炉がある9F3は 西壁寄りにあり。F4は南壁寄りにある。いずれも火壺をも

つ地床炉である。次に張床部分を除去してみた。張床の下には10Cm程の粘土をまじえた黒土があ・り、その

下に堅い第 2の床面があらわれた。この床面の範囲は、東西 4.70南北 6.5mで輪享Fは不歪長方形 をとる。

この床面に属する柱穴は上部張床のそれ と同様であ り、そしてP.と P4を 結んだ線のほぼ中央に規模の大 き

い地床炉が存在 していた。その炉はF.O F2の記号で表わしてあるが、これは同 じ施設 と見 られる。すなわ

第45図樋 口五反田遺跡第 3号住居址実測図 (1:80)



ち、 甕形土器上 半部 を火

壺 としたのが F.であ り、

それに接 す るF2は それ に

伴 な う凹み であ ってその

中には木炭 ・灰 ・焼土 塊、

そ して 火熱 を受 け た骨 片

が入 って いた。 なお 、 こ

の凹み (F2)を 中心 に径

1.2mに 及 ん で焼土 が散

布 して ぃた。後 日、 この

骨片 を信州 大学 医学部 第

2解剖 学教室 の鈴 木誠教

授 に鑑定 を願 った ところ

カモ シカの末節骨 との こ

とであ った。本址 につ い

ては、は じめ F.・ F2を 炉

址 に持つ 4.5× 6.5mの

規模 であ った ものが後 日

張床 を し、壁 を拡 張 して

8。 4× 6.2mの規模 とな

り、やが て火災 に よって

廃滅 しi去 った もの と判 断

し合 った。 なお 、本址 は

その真 中 を 1号周溝墓 に

よって切 られて い る。

(5)第 7号住居址 (第 47図 )

N-30° 一 Eに 主軸方向をお き 5。 3× 5.2mの隅丸方形プランをとる。壁は軟弱で高 さは37～ 30cm程度

である。床は硬 く水平であるが、南端部において10cm程上が り、南壁下はテラスをなしている。柱穴は 7

ヶあ り、うちP.・ P2° R° P5が主柱穴 と考 えられるが■に接 してP6があ りP.・ P2の延長上 に P3｀ があること

か ら、あるいは 4号住同様住居の拡大が図られたか もしれない。さすれば、南壁下のテラスはその拡張部

となる。炉址は北壁寄 りにFl、 東壁寄 りにF2と 2ヶ 認め られている。Flは壺形土器、F2は 甕形土器 を火壺

に用いている。そして、この住居址が後に拡張 されたと解するならば、炉址はF2が古 く、Flが新 しい とい

うことになる。なお、本址 もその一隅 を 2号周溝墓北溝によって切 られている。

(6)第 8号住居址 (第 48図 )

7号住の北方に発見された住居址で隅丸方形をとる4.5× 3.9mの小形な竪穴である。主軸方向はN―

β

″

第46図 揮 口

=反
田遺跡 第 4号住居址実 測図 (1:80)



第47図 樋口五反田遺跡第 7号住居址実測図 (1:80)

56° 一Wである。壁高28～ 25cmと

浅 く相当な傾斜がみ られ る。床面

は堅 く一部北西隅寄 りに床構造物

と思われる炭化物の検出 をみた。

また、床面上 5 Cmの 処に焼土 と炭

の混在があったが火災の痕跡 を示

すほどのものではない。床面上の

施設 として主柱穴は 4ヶ あ り、P.

とP3の 中間に火壺 を持つ地床炉が

設けられている。火壺内の状況は

他の火壺のそれ と同 じく上面に焼

土:が あ り下方には柔 らかい炭 と灰

が充満 している。

(7)第 9号住居址 (第 49図 )

1号周溝墓のテラス内にあ り、

かつその東壁は周溝墓東溝によつ

て切 られている。隅丸長方形 をな

|

左ヽ 第48図 樋 口五反田遺跡第 8号住居址実測図

(1 :80)

右 第49図  樋 口五 反 田遺跡 第 9号住居址実測図
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す 6.8m× 4.9mの竪 穴 で、

王l軸 方 向 は 104016号 とほぼ

同様 であ る。壁 はほぼ垂 直 に

掘 られ 、深 さ56～ 40cmを 言十る。

床 は粘 土 を張 った堅級 な もの

であ るが 、 それ は張 り床 で そ

の直下 にはす ぐ第 2の床 が作

られ ていた。主柱 穴 は 4個 で

あ るが 、その他 に 12イ固の小 ピ

ッ トが不規 則 に うが たれ てい

る。 と くに も、住居址 中央 に

3個 が並 ん でいて間仕切 りの

小柱 穴か と思 われ たが 、 16号

住 のケー スか ら柱 穴以外 の用

途 を考 えた方 が妥 当 らしい。

炉址 はPlと Rの 中間 に築 かれ

て い る。径 50cm程 の地床 炉 で

枕石 が あ りそれに接 して 2ヶ

の火壺 が あ った。火壺 の周 囲

には木炭 ・灰・ 焼土が あ りこ

れ に ま じって力日熱 を受 け た獣

骨片 を採集 した。

第50図  樋 口五 反 田遺跡 第 11号住居址 実 測図 (1:80)
面が焼けていた。ことに北壁 と西壁の面が強 く焼け同処に可燃性の壁体の存在 を思わ しめた。また、火災

によっての廃滅であるか ら当然に遺物の出土は多いはずで10数点の土器が炉址に近 い壁下 に残存 していた。

(8)第 11号住居址 (第 50図 )

1号周溝墓北溝によって南壁を削 り取 られた住居址で主軸方向は S-58° ―Eを とる。推定隅丸長方形

で 7.5× 5。 8mの 規模 を持つ。壁は浅い方で一部分熟弱不明瞭な所がある。床面は水平であるが、壁下は

堅 く主柱が囲む中央部は柔 らかい。柱穴は 4ヶ が整然 と掘 られている。 (周 溝墓で切 られているためP2の

位置は推定である。)炉址はR(推 定 )P3の 中間にあ り、無文のカメ上半部 を火壺 とする地床炉である。な

お、この炉はあまり焼けてはいない。

(9)第 12号住居址 (第 51図 )

2号周溝墓西溝によって東壁の一部が破壊 されているもので、やや歪んだ隅丸長方形 を呈 している。規

この住居址 は火災 に よって

の廃滅 で床全面 と、 4囲 の壁
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模は 6.4× 4.9m、 主軸方向は 207

08011号住 とほぼ同様の N-64° 一

Wを とる。 壁高は 35 Cm前後 で13号住

との接触でやや明瞭を欠いている。床

は厚 さ 8 cmほ ど張床が まずあ り、間層

を置かず して第 2の床が張 られている。

上面の床に伴なう施設 として主柱穴は

R～ P4、 炉址は火壺 を持 っ地床炉 F2で

ある。下方第 2の床面が持 っ主柱穴 も

P■ ～P4で あるが、炉址は火壺のないF.

である。なおF2の炉址について焼土は

豊富で中より骨片がわずかにみ られた。

(10)第 13号住居址 (第52図 )

東壁 を12号住 と接 しているもので、

プランは隅丸長方形、 規模 は 5.6× 4.4

m、 主軸方向は12号住 と異な りN-33°

一 Eを とる。壁は床 と同様に堅 く固め

られてあ り、壁高34～ 30Cmを計る。床

|

◎

0

第51図  樋 口五反田遺跡第12号住居址実測図 (1:80),

面は単一の面で堅 く、同上には主柱穴

4ヶ とP.O P4の間に位置する炉址 を持

つ。炉址は中央に甕 を埋めた地床炉で

焼土が多い。甕内部の状態について上

面は堅いが、下半分は炭 と灰でその中

ゝ り少 しの骨片がみ られた。なお、火

壺の上には 2点の甕形土器がつぶれ込

んでいた。また、ピットについて中央

部にみ られる 3個の ものは間仕切 に関

係あるもの とは思われない。

(‖ )第 16号住居址 (第 53図 )

1号周溝墓テラス内にあ り、北壁 は

同周濤墓北溝にようて切 られている。

また、同周溝墓の土墳は本住居址の中

央部上に設けられてあった。プランは

長方形、規模は 7.5× 5.3m、 主軸方 第52図  樋 口五 反田遺跡 第 13号住居址実 測図
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向は N-25° 一Wで あ る。壁 はほぼ

垂 直 でその高 さは45cmと 深 い。床 面

は粘 土 を張 った極 め て良好 な置存状

態 を示 して いたが 、 これは張床 で そ

の下 にす ぐ第 2床面 が存在 して い る。

この床面 も堅緻 なものであ る。床 面

上 の施 設 は ピッ トと炉址 で、 ピ ッ ト

は20個近 くが うが たれていたが 、主

柱穴 はR～ P4ま ででそれは上 方 の張床

と下方 の床 面 が共有 してい る。炉 は

2ヶ あ りF.が後 出す る。 ともに火壺

であ る甕 を埋 め てい る。

ところで、 この住 居址 も 9号址 同

様 火災 に よって の咤滅であ る。床 と

西壁 の面 が よ く焼 け て い る。 この こ

とか ら火災時 に屋根 が西 に倒 れ 、そ

の ため と くに も強 い火熱 を受 け たか

とも受 け とられ る。 次 に本址 の床 面

は火熱 を受 け たのみ な らず 、 多量 の

炭化物 を床 面上 に遺 存 させ た。第54

図にその略 図 を掲 げ たが 、 Aと 記号

を うった地域 には屋 根材 と思 われ る

カヤ類 の炭化物が層 をな して遺 存 じ

(第 55図 )、 それに混 って梁・桁材

と思われるナラ・クリの炭化物が横たわっていた。次に、同図には 3個 のピッ トが並んでいる中央辺にQ

・C2の記号が うたれている。ここか らは炭化米が検出された。Qに おいては、比較的粒のそろった玄米が

径15cmの 円内にまとまってあった。その在 り方は若干主観がまじるが何か木桶状の容器に納め られてあっ

たようにも思えた。米の量は 0.32程度である。なお、この床面は図示 しなかったけれども 3～ 5 cm程凹

んでいた。Cの箇所か らも炭化米が出土 しているが、この方は粒の揃 った玄米ではな く脱秤搭 れないもの

を多 く含んでお り、これは感触的ではあるが、この方は炭化が進み破砕 しやすい状態になっていた。この

ような炭化米の在 り方か ら内部状況を復元する時、これらの米は床下に収納 されていたろうことが推察で

きる。その場合傍 らにある 3ケ のビッ トは何の役 目をするのだろうか。そこに柱が立てられたとして もは

たして床 より上に出ていたか どうか。次にBと 記 した範囲か らは骨片が多 く検出された。図では屋根材の上

に範囲 を描いているが もちろん逆である。 2ヶ の炉址 をその中に納めたこの箇所はおそらく炊さんの場で

あったろう。ここで検出された骨片はみな火熱を受けていて直良信夫博士の鑑定によると、シカ・イノシ

シ及びシバイヌと推察されるものであった。
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第54図  樋 口五 反 田遺跡 第 16号住居址 内遺物配 置図

(1 :80)

最後に遺物について、本址か らは火壺以外に 6点の土器が出土 している。いずれ も甕形土器だが うち 2

点は小形有脚の ものである。これ ら 6点の土器は他の住馳 ‖こみ られたと同様に壁下に沿って置かれてい

たが、必ず しも炉址の周辺にかたまってはいない。北西隅に 2点 、南西隅に 1点、南東隅に 2点 といった

具合である。

方 形 周 溝 墓

本遺跡では、弥生住居址群 を切 る 2基の方形周溝墓が発見されている。 1つ の溝 を共有するもので東側

を 1号、西側の ものを 2号 と命名 した。

(1)第 1号方形周溝墓 (第 56図 )

4・ 9 01le16号住 と4ヶ の弥生住居址 を切 っている。周溝外縁か ら計 ると18.6× 17。 Omの規模 となる

大形の周溝墓で、長軸方向はN-61° 一Wで南北方向に隅部が くるが、各溝の説明にあたっての便宜上、

4号住 を切 っている溝 を西溝、 9号住 を切 っている溝を南溝、11016号住 を切 っている溝 を東溝、そして

6)

第55図  樋口五反田遺跡第16号住居姓発見屋根材
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第56図  樋 口五反田遺跡第 1号方形周溝墓実測図 (1:200)

1号周溝墓 と共有 している溝を北溝 とよびたい。 (し たがって北溝は 2号周溝墓の場合南溝 となる。)周

溝は弥生住居址 と同様なレベルか ら掘 り込んでいて、平面形態は相対す る北東隅 と南西隅が開口している。

南西隅開口部幅は 1.lm、 北東隅開口部幅は 0.8mを 計 る。

東溝は、長 さ14m・ 最大幅の所で 3.2m・ 溝の深さは北端に近い所で 0.5m・ 南端部で 1.2mと 溝底は

南に向って傾斜 している。横断面は緩やかな舟底状 を呈 している。溝 を埋めている土層は単一で、封土の
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流れ込みが指摘できる三角形堆土などは見 ら

れていない。溝底には人頭大の河原石が10数

個転落 していた。これ らには規則制はな く、

おそらく縄文晩期の配石址の残存石塊 と思わ

れた。

西溝は 4号住 を切 っている。大部分は住居

址床面で終っているが最深処では若干住居址

床面 を削っている。溝の長 さは約12m、 幅は

3.2mそ の横断面は緩やかな舟底形、そして

この導 も南へ漸次深 さを増 している。溝内の

土層状態は単一で溝底には30数 点の大 きな石

第57図  樋 口五反田遺跡第 1号方形周溝墓北溝   塊が転落 していた。

南溝は、長 さ約 1l m、 幅は 2.4mで東西幅 よりやや狭い。溝の深 さは平均 して 0.9mだが心持 ち東へ向

って傾 いている。従 って南東隅に滞水することになる。

北溝は長 さ10m幅平均 2.5mでその横断面は台形 を呈 している。溝底は西に向って傾斜 しているので、

北西溝の水は西溝南端にあつめ られる。底部には10点近 くの石塊が転落 して.レ るヽ (第瞥図 )。

溝内の遺物 としては縄文土器片が もっとも多い。それ以外の土器片は、いずれ も少破片で完形土器の埋

納 といった痕跡は認め られていない。

これ らの周溝で囲続 されたテラス面は、そこに縄文・弥生合せて 8ヶ の住居 を有 していることか ら複雑

で封土の痕跡 をたずねることはできない。土墳 も中央部には見出せず北にかたよったところでかろうじて

発見するといった次第であった。土墳は、 2:9× 1.3mの隅丸長方形 をとるもので深さはわずか 20cm程度

である。16号住に掘 り込んでいることもあって、その床面は軟弱で識別には困難 を感 じさせた。出土遺物

はない。

(2)第 2号方形周溝墓 (第 58図 )

この周溝墓 も 3ヶ の弥生住居址 を切 っている。ただ し、 1号周溝墓 と違 って内側のテラス面に住居址は

ない。規模は周溝外縁か ら計って10.8× 12.Om、 長軸方向は N-48° 一Wで南北方向に隅部が くる。いさ

さか方位は異なるがこれ も便宜上、 3号住 を切 っている溝を西溝、12号住 を切 る溝を北溝、 7号住 を削っ

ている溝を東溝、 1号周溝墓 と共有 している溝 を南溝 として説明を続けたい。溝の形態について開口部は

2ヶ 所にある。隅部にあることは 1号周溝墓 と同様だが、その位置は南東隅・北西隅 と異っている。南東

隅の幅は現在ではわずか20cm足 らずだが、当初においては 1.4mは ある。北西隅の幅は 1.9mである。

1号周溝墓 と共有 している南溝について詳細に うかがってみると東端部分において溝底にわずかな段が

見受け られる。また西溝 との接続面がスムーズではない。南溝 自体に して も真中辺においてテラス面へ く

いこみす ぎている。さらにその幅は他の 3溝に比 して広 きにす ぎる。これ らの点か ら同処に存 したであろ

う溝は 1号周溝墓構築のさいに破壊 されて しまったもの と解することができる。東端部溝底にみ られた段

落はおそらくは本来の第 2周 溝墓南溝東端 を示す ものではなかったか。



西溝 は長 さ 8.3m、 幅 1.9mを 1

計 る。深 さは 0。 8m程 度 でその横

墜斤雇コはだ〕升ラにだ二い。 1ヒ劇器に製
=く

 10

占近 い石 塊が溝底 よ り20～ 30cm浮

いた状 態 で発見 され、それに接 し

て 2ヶ の弥生 式土器 (甕形土器上

半部 )が 口縁 を下 に して発見 され

た (第 59図 )。  その レベ ルは 3号

住 の床 面 とほぼ等 しいが 、同所 は 、

明 らか に住居址 壁外 であ り 3号住

にイ半うべ き遺物 とは考 え られない。

溝 内の層序 につ いて溝底 よ り20cm

前後 の所 に 1線が 引かれ る。線上

は黒色土 で線下 は黒褐色土 である。

甕 口縁 と石 塊底面 は黒褐 色土上面

に接 して存在 していた。

東溝 は長 さ11、 幅 1.lm、 深 さ

第58図  樋 口五 反 田遺跡 第 2号方形

周溝墓実 測図 (1:200)

は50cm前後で断面 を呈 している。

北溝は長 さ 7.5m、 幅は 1.5mである。東

溝 と北溝か らは石塊の検出はなかった。遺物

は東端部分において、 2ヶ の甕形土器上半部

が横につぶれて出土 した。溝底上10cmの 位置

である。附近に12号住が存在するが、これ ら

の甕は住居址には ともなわない。

溝内のテラス面について精査 したが、土墳

は見 られずまた他の遺構 も検出されなかった。

7)弥 生時代遺 構 出土遺物

土器 (第 60～ 66図 )だけで石 器 0金属器 は

1点 もない。 自然遺物 では火災 に会 った住居

址 よ り出土 した屋根材・建築材・炭化 米 、そ

第59図 樋 口五 反 田遺 跡 第 2号方形 周溝墓西 溝内土器 出土状態
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第62図  樋 口五 反 田遺跡 出土弥生式土器実測図 その 3

32～ 353号住 036～ 417号住・42～4412号住出土

さいヽ

第60図  樋 口五反田遺跡出土弥生式土器実測図その 1(1:6)1～ 14 9号住出土

(1:6)
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第 64図  樋 口五 反 田遺 跡 出土 弥 生 式 土 器 実 測 図 そ の 5(1:6)

53二 631号住・64～ 702号住・71～ 758号住・76～ 7913号住出土・80～ 83そ の他
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第 65図  樋 口五 反 田遺跡 出土弥生式土器拓影 その 1(1:4)
84～ 901号住・91-962号住・97-1033号住 0104～ 1104号住・111～ 1197号住



第66図  樋 口五 反 田遺跡 出土弥生式土器拓影 その 2(1:4)
120～ 1248号住・125～ 1399号住・14011号住 0141■ 4612号住 014713号 住

148～ 15216号住・153～ 160第 1周溝墓 0161～ 163第 2周 溝墓・164～ 169そ の他
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して炉址 内 よ りの出土 であ る獣 骨 片 のみ であ る。

(1)第 1号住居 址 出土土器 (第 64図 55～ 63 第65図 84～ 90)

55は F2、 58は F3、 63は■ に埋め られ て いた火壺 であ る。55は 回縁 が ゆ るや か に伸 び 外面一面 に櫛描 波状

文 を うめ てい る。 58は 卵形長胴 の甕 、63は 壺 形土器 の上胴部 でおそ ら く35同 様 の 回頸 が付 くもの と思 われ

る。 56～ 59084～ 90ま では甕 の上 腹部破 片 で櫛描波状文 、同平行 線文 、同簾状文 がめ ぐって い る。 90は 円

弧文重 ね られていて伊那 谷的 な色彩 が 強 い。 60・ 61は 高督 の脚部 で内外面 に赤色 塗彩 がみ られ る。 62は 甕

の脚部 で側 線 は心持 ち外彎 してい る。

(2)第 2号住居址 出土土器 (第 64図 64～ 700第 65図 91～ 96)

いずれ も口縁 ・頸部 にかけての破 片 であ る。 甕形土器 の うち64は 炉 内に埋 め られて あ った。甕 の形 は 口

縁 のゆ るや か に伸 び上 ってい る もので頸部 にやや乱れ た神 描波状文 をめ ぐらして いる。94095は櫛描 簾文

で94は 口縁 いっぱ いに波状文 が埋 め られ て い る。壺形土器 は69096で L字状 に立 ち上1っ た 甲縁部破 片 であ

る。 69の 回縁 の無文 でその下 方 に シャー プな動 きの波状文 がめ ぐらされて い る。 96は 立 ち上1っ た 回縁部 に

櫛描波状文 がめ ぐり、同帯 は ところ どころで縦 走す る直線文 で切 られて い る。 70は 無 頸壺形土器 の破 片 で、

68は 薄手 の 2重 回縁 の 甕破 片 であ る。

(3)第 3号住居址 出土土器 (第 62図 32～ 350第 65図 97～ 103)

34は F2、 35は F.に 埋 め られ てあ った。 34は お そ ら く壷 と思 われ る頸部破 片 で文様 は ない。 35は 口縁 の立

ち上 った壷 で これに も文様 は ない。 甕形土器 は 回縁 のやや短 か く外反す る もので頸部 に 1条ない し 2条の

櫛描 波状文 をお いてい る。 (32・ 3301000102)こ の他 に櫛描短 線文 を回縁下 に置 い た もの (98099)も

見 られ、 この住居址 の出土土器 には伊那 谷的要素が強 い。 103は 土製紡錘車破 片 で裏 面 は平 坦 だが表面 は

やや丸 み を帯 び放射状 に数 条 の沈線が ほ られて いる。

(4)第 4号住居址 出土土器 (第 61図 23～ 280第 65図 104～ 110)

26は F.、 25は F3ヽ 23は 民 の火壺 であ る。甕形土器 には 口縁部が伸 び、その外側 に櫛 描 波状文 をいっぱ い

にめ ぐらす もの (104～ 108)と 、 口縁が短 か く外反 し肩部 の張 った器形 を とる もの (23)と が あ る。壺 は

109の 1点 のみ
`高

杯 は 27・ 28で杯部 内外面 、脚部 の外側 は赤色塗彩 されて い る。 こ とに28の 脚部 には三

角 形 の窓が 6ヶ うが たれてい る。 なお 、 110は 甕形土器 の底部 に粗痕 が 4粒印 されて い る。

(5)第 7号住居址 出土土器 (第 62図 36～ 41・ 第65図 111～ 119)

41が F.、 36が F2の 火壷 であ る。甕形土器 は 口縁がイ申び上胴部がふ くらむ形態 で、頸部 には幅広 く乱 れ た

櫛描 波状文 をめ ぐらしている。 36は櫛描波状文 の下方 に平行短 線文 をななめ に、 113は 半割 同心 円文 をそ

れ ぞれお いてい る。甕 の うち38の 回縁 はい ささか特 異で折 り返 し口縁 を と り同上 に細 い櫛描波状文 をめ ぐ

らしている。壺 形 土器 は 1点だけで (41)球形 の胴部が急激 に底部 に向 って こけ る形 を と り胴上部 に円弧文 を

一列連続 させ ている。 なお、本址 か らも粗 の圧痕 ある底部 が発見 されてい る。 (119)
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(6)第 8号住居址出土土器 (第 64図 71～ 750第 66図 120～ 124)

口縁の伸びはさほ どではな く肩の張った甕が 多い。頸部には櫛描平行線文や簾状文 をめ ぐらし、その上下

に櫛描波状文 をおいている。これにまじって無文の甕が 2点存在 している (73074)。  壺形土器 には、炉に

用いられた75と 、上胴部に櫛描平行線文 を引きそれを等間隔に縦走する直線文で区切 った箱清水式土器に見

,ら れる文様 を付 した 1ヽ21と がある。

(7)第 9号住居址出土土器 (第 60図 1～ 14・ 第66図 125～ 139)

甕形土器・壺形土器・高杯形土器の 3器形が存在す る。甕形土器は口縁が短か く外反 し肩部の張った長

胴の器形 をとるもの と、回縁が朝顔状に緩やかに伸び上 っているもの とに別けられる。前者 (1～ 4)の

文様特徴は口唇部に刻 目をお くこと、比較的整った櫛描波状文 を数条め ぐらしていること等で、後者 (5

～ 8010011・ 125～ 139)の それは頸部に簾状文 を走 らせその上下に乱れた櫛描波状文 をめ ぐらしてい

ること等である。なお、後者の中には平行短線文列で上胴部 をいっぱいに埋めているものが含 まれる。前

者に含めずに 2も あるいはこの類に移すべ きか もしれない。壺形土器は炉に用いられた 13と 住 居址 の一

隅につぶれた14の みである。14は 無花果形 の 胴部に立ち上った口縁の付 されたもので、口縁外側には細

い櫛描波状文がめ ぐり、頸部には櫛描波状文、同簾状文、同円弧文 を重ねて置 いている。高杯形土器は90

12の 2点で12の杯部は口径が大 きく口縁は短 く折れ曲って内面に稜線 を走 らせている。外面にのみ赤色塗

彩がなされている。 9の脚部は丈高 くスラッと伸びたものでこれ も外面のみ塗彩されている。

(8)第 11号住居址出土土器 (61図 29～ 310第 66図 140)

甕は埋甕炉に用いられた無文の29と 口縁の伸び頸部に 2条の櫛描波状文 をめ ぐらした30、 粗痕 の底部破

片 (140)の 3点のみである。これに口縁の短 く外反 して内面に稜 を形成 している婉状杯部 をなす高杯 (

31)が伴 っている。

(9)第 12号住居址出土土器 (第 62図 42～ 440第 66図 141～ 146)

甕形土器には埋甕炉に用いられていた42がほぼ完形 をなす もので、頸部には幅広 く動 きの重い波状文 を

おいている。これに櫛描短線文 を横走させているもの (141・ 143)が伴 っている6壺形土器には,口 縁部が

.L字状に立ち上 り胴部外側に櫛描波状文 をめ ぐらした もの (146)、 櫛歯による刻線 をおいた (145)が

ある。 145の 口́縁直下には大 きな動 きの櫛描波状文が二条走っている。43は小形の壺で、床面 より相当あ

がって発見 された。外面は全面赤色塗彩 されている。高杯形土器 (44)は杯部破片で口径の大 きく口縁の

強 く屈折 した箱清水式的なもので内外面塗彩 されている。

(10)第 13号住居址出土土器 (第64図 76～ 790第 66図 147)

5点の甕形土器が出土 しているもいずれ も口縁部が大 きく外反するもので、埋甕炉 として用いられた76

は頸部幅広の櫛描波状文、その上下に も同様文様 をめ ぐらし、77は 頸部に櫛描簾状文 、その上下に波状文 を

おいそいる。なお、頸部の簾状文は末端で波状文に変 っている。78は 頸部に半割同心円文列 を 2帯め ぐら

している。 147は 回縁か ら胴上部 まで一面に弱い櫛描波状文 をおいている。79は無文の小形品である。



(11)第 16号住居址出土土器 (第 61図 15～ 220第 66図 148～ 152)

完形品では甕形土器が 多く〔壺形土器はわずか口頸部破片 2点のみである。甕形土器 は20の ように長胴

の もの も見 られるが、口縁部の緩やかに伸び上が り同処 に櫛描波状文 を数帯め ぐらした ものが大部 を占め

る。18は 胴部の短か く肩の張ったもので、同様な器形 をとる。 19に は文様は施 されていない。21022は 同

様な器形 をとるも小形有脚の もので、21の 脚部側線はわずかではあるが外に向っての』、くらみをみせ てい

る。壼
1形

土器の うち、 151は L字状に立ち上 った厚手の回縁部破片で外側には縦の刻 目が印されている。

149は 上月同部破片で円弧文が施 されている。

(12)第 1号方形周溝墓出土土器 (第 63図 50～ 540第 66図 153～ 160)

すべて破片であるが 2類に大別できる。 1つ は頸部及 び口縁部に櫛描簾状文・波状文 をめ ぐらす甕で櫛

描短線文のあるもの も混 じっている。 もう一つは、無文 の壺・甕・高杯で51は 由縁の短か く立ち上 った甕、

52053は 口縁の立 ち上1っ た壺でその口縁には特層Uな 文様 はみ
・
られない。ただ、52に は棒状浮文が一本貼 ら

れている。54は 外彎する高杯脚部片で円窓が 3ヶ うがたれている。

(13)第 2号方形周溝墓出土土器 (第 63図 45～ 490第 66図 161～ 163)

西溝内に逆位で発見された甕は46047、 北溝内につぶれて発見されたのが45・ 48である。47は 回縁の大

きく開いた大形甕で頸部には幅広 く櫛描波状文 を重ねている。.46は 口縁は開 くも肩のさして張 らないもの

で頸音Бに 2条櫛描波状文 をめ ぐらしている。 45048も 同様な形態 をとり、45は 口縁か ら頸音Бまでを櫛描波

状文でうめている。この他破片 として壺形土器片 (163)と 塗彩 された高杯脚部片 (49)がある。

(14)A区 出土土器 (第 66図 164～ 169)

配石址南方のA区か らはわずかではあるが弥生式土器片の出土があった。頸部に櫛描簾状文 口縁部に波

状文 をめ ぐらす ものが多いが、それにまじって半割同心円文のえがかれているもの (167)、 立ち上 った

口縁に弱い櫛描沈線文 を走 らせているもの (168)、 肥厚 した口唇部に刻 目のあるもの (169)等 が混在

していた。なお、これは弥生式土器ではないが山茶婉の破片が C区 より検出されている (第 25図 169).

(15)自 然 遺 物

火災 に会 った 409016号 住か らは炭化物 の出土が あ った。 この うち標本 に採集 で きた ものは 16号住 関

係 の ものだけ であ る。 その 1つは建築材 としてのナ ラ・ ク リな どの広葉樹が あ る。第 2に 屋根材 としての

カヤが あ りこれ らは層 をな しての発見 であ った。 第 3は 床面 中央 のCl・ Qと して囲んだ範 囲か ら出土 した

炭化米 であ る。以下 、この炭化米 につ き 203の 問題点 につ き印 してお きたい。

Cl・ Qか ら発見 され た量 は共 に 0.32ほ どあ る (第 5表 )が、その内容 につ いては若干 相 異がみ られ た。

Qの粗 は発 見時 にお いて さ して土 を混ぜ ずか た まって あ りあたか も容器 に納
β

られて い
行

か の感 を持 た

せ た。大部 が脱秤 され、粗 はア メ色の光 沢 をはな っていた (第 67図 )。 粗殻 の混入 も少 な く米以外 の穀 物

もみ られ なか った。 200粒 を摘 出 しての計測 にお いて粗殻付 は29粒の 14.5%で あ る。 なお 、29粒 につ いて

き の有無 をい うな らば、有 6粒、無 5粒、不 明 18粒 であ った: 171粒 の米 につ いて長 さの平均値 は 4.3、
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幅 2:9、 厚 2.2 mmで 、長 さに対す る幅 1.5で (第 68図 )、 品

種 でいうと単一な 日本米の形態に属ず るもので、これに近似

した数値 をとるものは駿河沼津弥生後期の沢田遺跡か ら検出

された90粒の平均値 で、長 さ4.3、 幅 3.0、 厚 さ 2.l mm、 長 さ

に対す る幅 1.4、 長 さに対する厚 さは 2.0と なっていて、下須

川種の種類名がついている。 (直 良信夫一 日本古代農業発達

史 )玄米について胚があ り竜骨突起の顕著なるものが大部分

であるので精 白度はあまり高かった とは思われない。また、

わずかではあるが胚 ど欠 しているもの、竜骨突起の磨耗 しそ
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第68図

2    3

樋口五反田遺跡第16号住居址発見炭化米長幅関係図 (左一C.

4   1
右 一C2)

いるものについては横に亀裂が走っている。直良博士の御教授によればかかるものについては水洗された

ことをも考 えて良いとのことであった。また長 さに対する厚 さは 2.0でこの数値 は完熟米であり、この点か

ら品種の改良が相当進んでいたことが想像できる。

C2発見の米はQと はいささか様相 を異にしている。炭化米の総量は同 じ 0。 32であるがこの方に。は、枝

梗や粗殻が相当混っている。また、炭化の度はClよ りもひどくて保存状態は悪い9200粒 を摘出しての計

測によると親殻付は77粒で38.5%を 占めている。き の有無については有20粒 、無 9粒、不明48粒である。

23粒の玄米についての平均値は長 さ 4.7、 幅 2.9、 厚 さ 2.2、 長 さに対する幅 1.5、 長 さに対す る厚 さ

2.0と な りClの それ と品種において変 りない。胚の有無についてはQの それ と同様であるが竜骨突起の磨

耗の甚 しいもの、及び横に亀裂の走ったもの等はみ られていない。

獣骨片は、これ も火災にあった住居址か ら出土 しているがその検出箇所はみな炉址である。 4号住か ら

はカモシカの末節骨、16号住か らはシカ・イノシシの骨片 とシバイヌの四肢骨でみな火熱を受けている。
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第 5表 樋 口五反 田遺 跡第 16号住 C10c2地点 出土稲実計 測表

Cl地点 出土稲贅計測表 (単位mm)

NQ 長 さ 幅 厚 さ 1長/幅 長/厚 備  考 NQ′ 1長 さ 1 幅 1厚 さ 1長/幅 lf7厚 1 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

11

12

13

14

15

“
17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

4.4

4.3

4。 1

4.2

3.9

4.4

4.4

4.3

4.6

4.6

4.7

3.9

4.2

4.0

6.0

4.6

3.9

5。 1

7.0

4.6

3.9

6.0

3.9

4。 2

4.3

4.4

4.4

4.2

3.5

4.5

3.9

3.1

3.0

.2.9

2.6

2.6

3.2

3.1

3.0

2.9

3.0

3.0

3.0

2.9

3.1

2.9

3.0

2.9

3.2

3.4

2.9

3.2

3.2

3。 0

3.0

2.9

2.9

2.6

2.6

3.4

2.9

2.7

小枝梗

胚  有
竜 骨 突 起

胚  有~t有

籾殻付
小枝梗
粗殻付

竜 骨 突 起
胚  有
小枝梗
粗殻付

亡不明小枝梗
籾殻付

胚  有
竜 骨 突 起

胚  有

蓋亀碧



NQ 長 さ 1幅 厚 さ 長/幅 長/厚 備  考 NQ 長 さ 幅 厚 さ 留 幅 留 厚 備  考

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

1.4

1.4

1.5

1.3

1.3

1.4

1。 5

1.6

1。 3

1。 7

1.6

1.3

1.4

1.3

1.5

1.7

1.8

1。 3

1.4

1。 5

1.3

1。 3

1.5

1。 3

1.4

1.4

1.7

1.6

1.6

1.8

1.6

1.4

1.7

16

1.5

1.9

1.9

2。 0

1.3

1.8

2.2

1.7:

2.0

1.9

2.4

2.1

2.0

2.3

1.9

1.9

2.4

2.1

1.9

亡不謂炉綬膿
横 亀裂

表面磨胚有

横亀裏暑発
裏馨辮

起
有
　
有
起
有
　
有
起
有
起
有

黎
胚
　
胚
黎
胚
　
胚
骰
鋤
譲
胚

〓電
　
　
　
立電
　
　
　
竜
横
竜

有

有

有

有

有

月日S

月コ≦

月ZS

月日区

1玉

有
起
有
付

肛譲肛臓

立嘔

有
付
有
起
有

ｍ臓跡骰胚

表
　
小
竜

有
起
有

ｒ
突
玉

月
骨
月

土電

有
裂
無

胚
亀
胚
¨

丸
横
丸

面
　
面

表
　
表

有
起
有ｍ肇胚

表
竜

有月亘S

表面丸胚 有

粗殻付

表面丸亀裂

表面丸胚 有
胚  有

表面丸亀裂

表面丸胚 有

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

2.2

2.1

2.1

2.6

2。 2

2.4

2.2

1.9

2.1

2.9

2。 1

2.2

2.4

2.1

2.1

2.0

1.9

2.3

2.1

2.1

2.1

2.6

2.1

2.1

2.4

2.4

1.9

2.4

2.4

2.1

3.4

2.2

1.9

1。 9

1.3

1.7

1.6

2.2

1.7

1。 5

1.6

1.6

1.6

1.4

1.7

1.4

1.4

1.8

1.5

1.7

1.7

2.4

1.4

1.6

1.4

1.3

1.4

1.5

1.8

1.6

1.7

1.8

1.3

1.6

2.4

1。 7

1.4

1.4

1.8

2.1

2.0

1.5

2.2

1.9

2.1

2.4

2.2

1.4

2.3

2.0

1.9

2.2

2.2

2.3

2.3

2.6

2.1

2.1

2.0

2.3

2.1

2.8

2.3

1.9

2.4

2.3

1.5

2.0

1.7

2.0

2.3

2.0

表 面丸胚 有

表 面丸胚 無

表面賃最碧
竜鳥疹磐
~t有

祭穀緩
竜鳥疹磐
表面丸胚有

表面丸胚有
亡有粗殻有

小枝梗
竜鳥疹署
亡不明籾殻付

小 枝梗
粗殻付
小枝梗

表面丸胚 有

表面丸胚 有

小枝梗

表面丸胚不明

表面丸胚 有
き無祭護寝
表面丸胚有
竜鳥ξ磐
表面賃晨碧

有
　
有
起
有
　
有
起
有
起
有
　
有
　
有
起
有
　
有
起
有
　
有
　
有

¨
　
¨
骰胚　
¨
肇胚
骰卜
　
ｍ
　
ｍ
譲胚
　
胚
骰肛　
¨
　
嶼

表
　
表
竜
　
　
表
竜
　
立電
　
　
表
　
表
竜
　
　
　
二電
　
　
表
　
表
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NQ 長 さ 幅 厚 さ Ⅳ 幅 長/厚 備  考 NQ 長 さ 幅 厚 さ 留 幅 留 厚 備  考

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

4.3

3.6

4.6

4.6

4.1

4.1

4.1

4.2

4.3

4.8

4.4

4.1

4。 3

4.4

4.5

4.2

4.3

4.2

4.6

4.2

4.2

4.2

6.6

4.2

4.8

4.3

4.2

4.5

4.2

5。 1

4.5

4.5

3.4

4.6

4.4

2.9

2.4

2.7

2.7

2.6

3.0

2.7

2.8

2.9

2.8

3.0

3.2

2.7

2.8

3.2

2.3

2.6

2.6

2.6

2.7

3.1

3.5

3.1

2.8

3.0

3.3

3.0

3.5

2.9

3.5

2.9

3.2

2.3

3.1

3.6

2.0

1.9

2.2

2.4

2.1

2.0

2.2

2.6

2.5

1.8

2.2

2.2

2.1

2.2

2.6

2.3

2.0

2.0

2。 1

2.3

2.4

2.6

3.2

2.1

2.4

2.3

2.1

2.3

2.2

2.7

2.4

2.3

1.8

2.2

2.5

1.5

1.5

1.7

1.7

1.6

1.4

1.5

1.5

1.5

1.7

1.5

1.3

1.6

1.6

1.5

1.8

1.7

1.6

1。 8

1.6

1.4

1.2

2.1

1.5

1.6

1.3

1.4

1.3

1.4

1.5

1.6

1.4

1.5

1.5

1.2

2。 2

1.9

2.1

1.9

210

2.1

1.9

1.6

1.7

1。 6

2.0

1.9

2.1

2.0

1.7

1.8

2.2

2.1

2.2

1.8

1.8

1.6

2.1

2.0

2.0

1.9

2.0

2.0

1.9

1.9

1.9

2.0

1.9

2.1

1.8

裂
有
　
有
裂
有
　
有
起
有
起
無

醜
¨
　
¨
醜

¨
　
¨
骰
胚

′
骨 突
胚

表

表

表

表
二量

予

無
起
有嶼骰胚

表
竜

表面丸胚無
竜鳥ξ磐
r議冬蕎亀豪
証 轟晶
表面丸胚 有

表面丸胚 有
竜 骨 突 起

胚  無
竜 骨 突 起

胚  有
表面丸

胚 有横 亀裂
表面丸

胚 有横 亀裂

表面丸最碧
著竜骨突起

胚  有

ｍ　』　枷　　糊　　』　］　［

表
著
　
亡

　

表
　
胚
著
　
著
　
著

表面丸胚 有
~t不

明粗殻付
小枝梗

有
起
有
起
有

骰̈胚攀胚

表
竜
　
著

表面丸胚 有
著竜骨突起

胚  有

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

4.4

4.4

4.4

3.9

4.4

4.2

4.1

3.9

4.4

4.2

4.2

39

4.2

4.5

4。 1

4.8

4.2

4.3

4.4

4.3

5.8

4.6

4.6

4.1

4.6

3.6

4.2

4.1

42

3.8

4.7

4.2

40

2。 9

2.8

3。 2

2.1

3.1

2.9

2.8

2.6

3.1

2.9

2.7

2.8

2.8

3.1

2.6

2.6

2.8

2.9

2.6

2.7

2.9

2.7

4.2

2.3

3.8

2.6

2.7

2.7

2.8

2.8

2.8

3.1

2.9

2。 1

2.2

2.4

1.8

1。 8

2.6

2.2

2.0

2.1

2.2

2.1

2.1

2.2

2.3

1.9

12.0

2.8

2.2

1.9

2.1

1.8

2.2

2.2

1.7

2.6

2.1

2.1

2.2

22

2.1

2.2

2.1

21

1.5

1.6

1.4

1.9

1.4

1.4

1.5

1。 5

1.4

1.4

1.6

1.4

1.5

1.5

1.6

1:8

1。 5

1.5

1.7

1.6

2:0

1.7

1.1

1.8

1.2

1.4

1 6

1.5

1.5

1.4

1.7

1.4

1.6

2.1

2.0

1.8

2。 2

2.4

1。 5

1.9

2.0

2.1

1.9

2.0

1.9

1.9

2.0

2.2

2.4

1.5

2.0

2。 3

2.0

3:2

2.1

2.1

2.4

1.8

1.7

2.0

1.9

1.9

1.8

2.1

2.0

1.9

起
無

突骨
胚

立電

有
丸
裂
丸
無
起
有
　
有
起
有
起
有

¨
鰤
機
緬

胚
攀
肛

　
¨
骰
胚
攀
胚

表
　
胚
　
　
著
　
　
表
竜
　
著

　̈一』　　一　］［

表
　
胚
竜
　
　
表
竜
横
竜

有
起
有
裂
有
丸
裂

骰̈胚醜ｍ緬機

表
竜
　
　
表
　
胚

表面丸胚 有

表面丸胚 有

表面丸胚 有
竜 骨 突 起

胚  無

表面丸胚 無

表面丸胚有

表面丸胚 無

表面丸胚 有

胚有委竃嚢
表面丸胚有

送有委竃嚢
亡不明粗殻付

小枝梗

表面丸胚 有

表面賃晨碧
表面丸胚有

平剛 直 4.4 2.9 2.2 2.0

一-69-一



C2地点  出土稲 実計 測表  (単位 mm)

NQ 長 さ 幅 厚 さ 長/幅 留 厚 備  考 NQ 長 さ 幅 1厚 さ 1留幅 留 厚 備

ノ

考

1

2

3

4

5

,6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

30

31

32

33

・７

・８

・９

２０

２．

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

4.6

4。 1

3.7

5.6

5.3

4.7

4.1

42

60

5霜

4.1

3.9

4.5

5。 1

4.7/

50´

5。 1

5。 3

6.1

514

4.6

5.4

5.31

2.8

2。 7

2。 2

2.7

3.0

2.2

3.1

3.1

2.9

2.7

2.3

2.1

2.7

″ソ
“
２．６
３．７
２。６
３．４
３．．
３２
３．９
３．５
３．。
３．。
２．７
３．５
２．８
２．６
３。。
２．９
２．５
３．４

1。 9

2。 3

2.1

2.0

2.5

2.1

2.6

2.4

2。 1

2.0

2.2

1.7

2.2

2.4

2.0

2.3

2。 5

2。 0

3.6

2.1

2.8

2.2

2.3

2.2

2.4

2.1

2.5

2.0

1。 8

2.4

2.4

2。 1

2.6

1.6

1.5

1.7

2.1

1.8

2.2

1,3

1.4

2.1

2。 1

1.8

1.9

1.7

1.5

1.5

1.9

1.4

2.0

1.8

1.7

1.4

1.4

1.5

1.3

1.8

1.5

1.7

1.5

1.6

1.8

1.7

1.8

1.4

2.4

1.8

1.8

2.8

2.1

2.2

1.6

1。 8

2.9

2。 8

1.9

2.3

2。 O

2.1

2.3

2.2

2.0

2.7

1.7

2.6

1.6

2.5

2.3

1.8

2.3

1.9

2.4

2.1

2.3

2.3

2.0

2.2

1.8

竜 骨 突 起
胚  有

竜 骨 突 起
表面丸胚 有
竜 骨 突 起

胚  有
竜 骨 突 起

胚  有

表面丸胚 有

表面丸胚 無

表面丸胚不明

胚  有~t無
粗 殻

竜 骨 突 起
胚  有

竜 骨 突 起
胚  有

表面丸胚 有
竜 骨 突 起

胚  有
粗殻付

］卿枷闊‐　　州「　］　　　卿　　　　　　　　叩　　　卸り　　「面

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

5.2

4.5

5.2

5.1

4.7

4.2

5。 0

4.1

4.2

4.2

3.7

4。 1

4.8

4.2

5.4

4.2

4。 2

4.5

4.6

4.9

4.2

3.9

4.1

4.8

4.6

4.5

4.2

6.2

4.8

3.6

4.5

3.4

4.5

表面丸胚有

表面丸胚有

1。 3

1.7

1。 6

1.5

1.8

1.6

1.7

1.5

1.4

1.6



NQ 長 さ 幅 厚 さ f記 /噺冨 留 厚 備  考 NQ 長 さ 幅 厚 さ 留 幅 留 厚 備  考

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

5.5

4.3

4.6

4.5

5。 3

3.9

4.2

4。 9

4.2

3。 7

4.4

4.7

6.6

4.6

4.6

4.5

4.6

4.5

4。 4

6.1

4。 1

6.0

5.5

6.3

3.9

5.5

5。 0

4.2

4.6

4.2

4.4

3.9

6.2

4.9

4.7

4.6

2.9

3.9

3.2

3.2

2.7

3.1

3.1

3.8

3.2

2.6

2.7

3.9

2.6

3.2

3.4

3.0

2.9

3.7

3.4

2。 9

3 2

3。 6

3.2

3.1

2.9

2.9

2.9

3.2

3.4

2.6

2.6

3.6

2.8

3.4

2.1

2.1

2。 2

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.4

2.2

2.1

2.6

2.2

2.5

2.4

2.2

2.0

2.2

28

2.5

2.4

2.6

3.2

2.4

2.1

2.4

2.3

2.0

2.4

2.2

22

2.1

2.2

2.1

2.1

1.2

1.5

1.2

1.4

1.7

1.4

1.4

1.6｀

1.1

1.2

1.8

1.7

1.7

1.8

1.4

1◆ 3

1.5

1.6

1.2

1.8

1。 4

1.9

1.5

2.0

1.3

1.9

1.7

1.4

1.4

1.2

1.7

1.5

1.7

1。 8

1.4

2.6

2.0

2.1

2.1

2.4

1.7

1.8

2.0

1.8

1.7

2.1

1.8

3.0

1.8

1.9

2。 O

2.3

2.0

1.6

2.4

1.7

2.2

1.7

2.6

1.9

2.3

2.2

2.1

1.9

1.9

2.0

1.9

2.8

2.3

2.2

付
明

殻
不

粗
梗

有
枝

亡
小

表面丸胚 有
粗殻付
不  明

竜 骨 突 起
胚不 明

亡不賜爆肇ξ

竜 骨 突 起
胚  有

・一　　　』　　　］
付
梗
起
有

起
有

起
有

起
有

起
有
起
有

付
梗
起
有

付

醐
林

骰
胚
骰
胚
骰
胚
骰
胚
骰
胚
骰
胚
醜
林

摯
胚
棚

亡
　
立電
　
土電
　
立電
　
立電
　
二電
　
立電
　
苦
　
立電
　
苦

榊　榊　　闊榊円榊　』　』　』　』　』　榊

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

4。 4

5。 7

5.9

4.7

4.3

5。 2

3.6

4.2

5.7

6.3

6.8

4.9

5。 5

6.9

5.6

5.1

4,8

4。 9

4.6

3.2

4。 9

4.6

5。 1

4.2

4.8

4.4

4.5

4.6

4.4

4.3

4.6

3.9

4.2

44

41

3.2

3.6

3.2

3.6

3.0

2.6

2。 6

3。 1

3.2

3.4

3.9

3.2

3。 4

3.8

3.3

2.9

2.7

3◆ 5

2.7

1。 9

3.1

2.4

2.7

3.0

3.1

3.7

2.6

3.1

2.9

3.0

3.1

2.7

3。 9

3.9

2.6

2.1

2.2

2.6

2.8

2.2

2.1

1.9

1.9

2.1

3.1

2.6

2.5

2.2

2.4

2。 1

2.4

2.3

2.6

2.1

1。 5

2.5

2.2

2.2

2.0

2.1

2.3

2.2

2.2

2.3

2.2

2.1

2.4

2.2

2.1

2.1

1.4

1.6

1.8

1.3

1.4

2.0

1.4

1.4

1.8

1.9

1.7

1.5

1。 6

1.8

1。 7

1.8

1.8

1。 4

1.7

1.7

1.6

1.9

1.9

1.4

1.5

1.2

1.7

1.5

1.5

1.4

1.5

1.4

1.1

1.1

1.6

2.1

2.6

2.3

1.7

2.0

2.5

1.9

2.2

2.7

2.0

2.6

2.0

2.5

2.9

2.7

2.1

2.1

1.9

2.2

2.1

2.0

2.1

2.3

2.1

2.3

1。 9

2.0

2.1

1.9

2.0

2.2

1.6

1.9

2.1

2.0

表面丸胚 有
粗殻付
小枝梗

亡 有粗殻付
小枝梗 枝梗
~t不

明粗殻付
小枝梗

嚢吾究除 暮
亡 無粗殻付
小枝梗 不 明

表面丸胚 有
竜 骨 突 起

表面丸胚 有

胚有粗殻一部
竜 骨 突 起

表面丸胚 有
~t無

粗殻付
小枝梗

表面丸胚 有
粗殻付
小枝梗

竜 骨 突 起
胚  無
粗殻付
小枝梗

竜 骨 突 起
胚  有

粗 殻 一 部
竜骨突起胚有
竜見ξ署磐
竜鳥ξ碧
竜骨突起|

部
　
付
梗
付
梗
起
有
付
梗
付
梗
付
梗
付
梗
起
有

′肝　棚林棚林
骰胚鵬林棚林
臓林醐林
骰胚

粗
　
亡
　
亡
　
二電
　
　
　
苦
　
　
　
亡
　
竜



NQ 長 さ 幅 厚 さ 留 幅 留 厚 備  考 NQ 長 さ 幅 厚 さ 長/幅 留 厚 備  考

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

4.8

4.3

4.4

4.2

4.4

4.1

5。 1

52

5.2

5。 1

56

6.5

4.6

5.4

4.3

4.1

4.6

4.1

6.4

3.6

5。 7

5。 1

4.2

5.2

5.8

6.6

4。 9

4.6

4.7

5。 1

4.7

4.3

5.4

4。 9

4.7

3.1

3.4

2.7

3.1

3.]

3.2

3.3

3.6

2.3

3.1

2.8

3.2

2.7

3.6

2.7

3.6

2.6

3.3

2`r

2.6

3.6

3.2

3.6

3.0

3.6

3。 0

2.6

2.8

3.1

3.2

3.9

3.1

3.9

3.0

2.6

1.8

2.5

2.0

2.3

2.7

2.2

2.4

2.4

2.4

2.4

2.3

2.7

2.0

1.8

2.3

2.4

2.2

2.7
イ́f
32

2.1

2.4

1.7

2.8

2.7

2.8

2.6

2。 1

2.3

2.3

・2.9

2.7

2.1

2.1

2.2

3.1

1.5

1.3

1.6

1.4

1.4

1.3

1.5

1.4

2.3

1.6

2.0

2.0

1.7

1.5

1.6

1.1

1.8

1.2

2.5

1.4

16

166

1.2

1.7

1.6

2.2

1.9

1.6

1.5

1.6

1.2

1.4

1.4

1.6

1.8

2.7

1.7

2.2

1.8

1.6

1.9

2.1

2.2

2.2

2。 1

2.4

2.4

2.3

3.0

1.9

1.7

2.1

1.5

2.0

1.7

2.4

3.0

1.5

1.9

2.1

2.4

2.3

2.0

2.0

1.8

1.7

2.0

2.6

2.2

1.5

竜 骨 突 起
胚  有

粗 殻 一 部
竜骨突起胚有
竜 骨 突 起

胚  有
竜 骨 突 起
胚  胚  有
竜 骨 突 起

胚  有
竜 骨 突 起

胚  有
亡不明粗殻付

小枝梗

衆議績
粗殻 付
小枝梗

粗 殻 一 部
小枝梗/ 
粗殻 付
小枝梗

亡 有粗殻 付
小枝梗

有
付
梗
　
有
起
有
起
有

ｍ棚林　̈
骰胚骰胚

表
苦

　

表
竜
　
竜

起
有
起
有
付
　
付
梗
付
梗
部
梗
起
有
起
有

骰
胚
骰
胚
棚
　
棚
林

棚
瑯

殻 一
林

骰
胚
骰
胚

竜

竜

亡

亡

亡

粗

竜

竜

起
有
起
有
起
有
有
有
起
有
起
右

骰
胚
骰」
骰
胚
ｍｍ
骰胚
黎
附

立電
　
立電
　
立電
　
表
表
竜
　
立電

表面丸胚 有
~t有

籾殻付
小枝梗

丸胚 有
亡有粗殻付

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

4。 6

5.4

4.2

4.7

4.5

4.5

5.6

4.2

5.2

5.2

6.1

4.7

5.2

5.2

4.7

5.8

4.1

4.2

3.9

4.1

5。 1

4.0

4.1

4.6

4.3

4.3

4.6

4.6

3.9

2.9

3.1

3.2

2.6

3.2

3.2

2.9

2.7

3.8

2.8

3.1

3.2

3.6

3.2

3.2

3.1

2.4

2.7

3.2

3.2

32

2.8

2.3

2.7

3.2

3.4

3.1

2.6

2.7

2.7

2.4

2.3

2.1

2。 3

2.5

2.1

2.3

2.0

2.4

2.2

2.2

2.5

2.3

2.2

2.2

2.3

2.0

2.3

2.1

2.2

2:1

2.1

2.0

2.2

2.4

2.5

2.3

1.9

1.6

1.7

1。 3

1.8

1.4

1.4

1.9

1.6

1。 4

1.9

2.0

1.5

1.4

1.6

1.5

1.9

1.7

1.6

1.2

1.3

1.6

1.4

1.8

1.7

1.3

1.3

1.5

1.8

1.4

1。 7

2.3

1.8

2。 2

2.0

1.8

2.7

1.8

2.6

2.2

2.8

2.1

2.1

2.3

2.1

2.6

1.8

2。 1

1.7

2.0

2.3

1.9

2.0

2.3

1.9

1。 8

1.8

2.0

2.1

表面丸胚有

表面丸胚有
竜 骨 突 起

胚  有
粗殻付

表 面丸胚 無
竜 骨 突 起

胚  有

表 面丸胚 有
竜 骨 突 起

胚  無
亡 無粗殻付

小枝梗
竜 骨 突 起

胚  有
亡不明籾殻付

小枝梗
亡 無粗殻付

小枝梗
竜 骨 突 起

胚  有
粗殻 有
小枝梗

表面丸胚 有
竜 骨 突 起

胚  有
竜 骨 突 起

胚  有
竜 骨 突 起

胚  有
亡不明籾殻付
表面丸胚 有

有
付
梗
起
有

棚̈林骰胚

表
　
　
立電

起
有

突
玉

骨
月

二電

有
起
有
起
有
起
有
　
　
起
無

一
骰
胚
骰
胚
骰
¨
　
財

骰
¨
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Ⅳ 越道・ 平 出山の神遺 跡

1平 出地籍遺跡の考古学的意義

伊那 谷 と諏訪盆地 とをへ だて る伊那 山脈 は、守屋 山以北 にお いてその高 さを減 じてはい るが それ で も最

高所 は1100m台 を数 えてい る。 この山脈 は諏訪盆地 に向 っては急峻 であ るが 、伊那 谷に面 しては緩や か で

つに諏訪市豊田の有賀か ら有賀峠 を越え、上  |リ メ■〔

央道 は、平 出地籍 で県道諏訪 一辰野線 を交叉  ぁ

す る。 そのため に同処 に存在す る越道・平 出

山の神の2遺跡が急拠発掘調査 される運びと

なった。

このように平出地籍の 2遺跡は伊那 と諏訪

を結ぶ交通路にかかる遺跡であるので、やや

冗漫の気味はあるもこの地域の交通路の消長

に付 き概略 を記 しておきたい。

辰野地区か ら諏訪へ越す峠路は北 より神場

峠 0矢垂峠 (小坂峠 )・ 有賀峠・馬越峠 0北

峠 (唐松峠 )・ 中峠・真志野峠で、この うち先が合わさって諏訪湖盆の沖積地に降 りているのが小坂峠・

有賀峠・真志野峠である。この二つの山道の うち守屋山に近ず くほど標高は高 くな り従って峻路 となって
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いる。 (第 69図 )。

第71図 有賀峠畳石第70図 有賀峠頂上積石塚



これ らの峠の うち、交通の古代 よりみ られた事が文献にあらわれているものは、有賀峠で、文献記載ほ

中世だが、当然に古代 に遡 る諏訪神社上社の大御立座神事において、神使が外県の地へ巡行に出かけて行

く際に用いられている。また、その南に走る北峠 と中峠は諏訪側で一本にまとまり、北真志野へお りるが、

この うち中峠は沢底川 を遡 り、青木沢 を経て峠 を越えている。沢底について、「朝 日村史」によれば「佐

瀬子」「さちこ」「さえこ」「させ子」などと説明され、或は「諏訪底ではないか との説 も記載 されてい

る。この地が中世 を通 じて小坂城や花岡城に拠 っていた小坂氏の所領であった とすれば、この峠 も早 くか

ら開けていた と考えてよい。次に とりあげられる資料は信濃御牧中に記載のある平井三 (平 出)牧である。

「吾妻鑑」に見えている28牧 中には諏訪社領内 として、宮所・立野 と共に記されているので、その詳細地

域はさておき、諏訪に接 した天竜川以東の地であることは確実でその中でも有賀峠で結ばれる平出地籍あ

た りに焦点が当てられて しまうミ既に知 られている考古学資料について、まず、鳥居竜蔵博士著「先史及

び原史時代の上伊那」の遺跡発見地名表で祝部 (弥生・土師器・須恵器 を含む )出土遺跡 を拾 うと、有賀

峠 回の上野川、そして沢底川の出回、つ まり平出の地域のみに限られて しまい、考 えさせ られるものがあ

る。山の神・丸山・越道・宮 ノ前・堀 ノ内・和合などの遺跡がそれである。現在、三村兼清氏の作成 された

遺跡分布地図(第 10図 )に よって も平出地籍には異常 とも言える多 くの遺跡が記 されている。

時代 をやや遡 らせて古墳の様相はどうだろう。辰野町竜東地域にあって古墳は、平出地籍以外には築か

れていない。御陵塚 と御射宮司古墳 と呼ばれる 2基の横穴式石室内蔵円墳で、御射宮司古墳か らは後期古

墳通有の遺物に混って頭椎柄頭の太刀が 発見 され て い る 。頭椎太刀は、 607世 紀代の東 日本の古墳か

ら多く発見される儀刀的な太刀で、それ も大和朝廷 と密接な伴造氏族 と関係があるらしい。 したが って、

いささか想像 を過 ましゅうすれば 7世紀代に、古墳 を築 き得 るほどの豪族は平出地籍にしか存在せず、そ

の豪族は、大和朝廷の伴造的氏族であった。そして諏訪側における、諏訪神社上社周辺の古墳に同時期の

ものが多 く、更に、頭椎太刀が数点 も出土 していることを考えれば、御射宮司古墳や御陵塚 を築いた氏族

は、諏訪側の氏族 と共通する性格 をそなえていた と言 うことにな り、その間に政治、経済、文化の回廊の

あったことが思われる。そして、その通路には、辰野側か らはのぼ りやすい有賀峠 越えの、現在の県道、

諏訪一辰野線が当てられる。

では、この古路の古代か らの利用 を物語 る直接的な資料はないものだろうか。その第 1の証拠 として有

賀峠の頂上南方には大 きな塚が築かれている (第 70図 )

かって、ピッ トをあけて調査 したところ拳大か ら人頭大 までの石塊がつ まっていた。斯様な石塚 は、

下伊那郡阿智村の神坂峠にも、北佐久郡立科町の雨境峠、同軽井沢町入山峠に も築かれ、宋錢の出土が知

られている。宋錢 と言えば有賀峠において も、頂上か ら 100m北方に離れた仙妙院塚で古錢が出土 した。

諏訪市豊田の笠原楚雪氏の言によると道路拡張の折、積石塚中より何貫匁 というほどの多量の銅錢が出た

とのことである。「穴あき錢」 ということだけで、宋餞か、明錢か、或いは寛永通宝かは判 らないが、注

意すべ きことである。

次に、諏訪側に下っては急坂な道の傍に信仰 と伝承のある峠路石がある。七石信仰 とは頂上 まで 3 kmの

間にある七石 を巡拝す るもので、つい近年 まで行われていた。麓の方か らあげてい くと、江音寺の上手の

ガヽ川の中に「のぼ り鮒」 と「 くだ り鮒」がある。これは諏訪湖中の巨魚が或はのぼ り或は下 る様 をあらわ

しているといわれる。次に 500mのぼったところに「夜泣石」があった。以前に石材 として破砕 されて し



まったが 、その石屋 は その故 か変死 を とげた。 この夜 泣石 は、梅雨時 な どには シ クシ ク と泣 き、気味が悪

く、 その為 迂 回 して通 った旅 人が あ った とも伝 え られて いる。次 は「女 陰石 」 、現在 は半 欠 にな って いる。

大正 時代 まで、諏訪 の花柳 界では、 これ にお詣 りをせ ねば売 れ っ子 に なれ ない と言われ ていた由 で、諏訪

藩一 村 限村地 図 (江 戸 中期 )に は変体仮名文字 で この石 名が書かれて い るが よ く読 め な い。

諏訪側 か ら見 て左方 にあ る守屋 山は修験道 で有名 であ るが 、そ こへ通 ず る権現道路 の横 に「信 玄駒留石 」

が あ った。 4mも あ る巨石 で、信玄 の突 いた槍先 の痕 が歴然 であった とい う。 これ も割 られ て20ヶ の建 置

石 にな って しまった。

6番 目の石 であ る「畳石 」 (第 71図 )は磐座 で、 「行 者石 」 とも呼 ばれ 、出羽三 山 よ り御神 符 を仰 ぐと

き、必ず この石 に鎮座 させ てか ら、お 山へ祭祀 したのだ とい う。

最 後 の石 は「 イボ石 」 で、今 では脇道 にな って いる旧道 の土手 にあ る。 イボや アバ タの集 塊岩 で、子供

の イボ取 り石 として信仰 を集 め た。 「 イボ、 イボー本橋渡 れ」 と唱 えて ィボ をこの石 に触 れ させ た と言 う。

このように、七石には、あまりに も卑俗的な伝承 しか まとわ りついてお らず「畳石」 をの ぞ い て神の

憑 り代 (岩座)的な色彩はさして認め られない。この石の付近 より土師器、須恵器などの遺物 は拾得 され

ていないが、とも角、七つの石が、最近 まで、意識されていた と言 う事だけは注意 しなければならない。

雨境峠付近 にも、鍵引石 、鳴石などの伝承 をこめた巨石があるので、同様に取 りあつか っていかなければ

ならない。

最後に、有賀峠の諏訪側の入口である諏訪市豊田の有賀区支所に保管 されている剣形石製模造品 と有孔

玉器について、有賀区には女林垣外 (女帝垣外 )ま たは女帝塚 とよばれ、昔 より神聖視 されて きたアジー

ル地域があるが、その東方の「十二の后」か ら採集 された。

これ らの石器は、東 日本では、祭祀遺跡 より出土 し、長野県内にあっては、峠神祭祀の場に多い。

以上の諸点か ら、有賀峠越 しの利用は文献では大 きく古代 まで、考古学か らは、古墳時代 中期頃まで遡

らせ ることができた。ただ し辰野側においては目下のところ古墳などの傍証的な資料 しかない。それだけ

に、峠ののぼ り口である、平出地籍の二遺跡の調査は特に重視 されたのである。

上ヽ

退

越道遺 跡 と平 出山の神遺跡 は平 出地籍 も東方 の有賀峠 にかか る谷 口に営 まれて いる遺 跡 で、越道遺 跡 は、

谷 に向 って右側 の、越道 山の 山麓 にあ る。具体 的 に言 うな らば、県道諏訪 一辰野線 と越道隧道 をぬけて沢

底へ 通ず る道路 との分岐 点に越道団地 が あ るが遺 跡 はその真束 の高処 にあ る。遺跡 の存在 は早 くか ら知 ら

れ 、鳥居竜蔵博士 の「先 史及 び原史時代 の上伊那」 に と りあげ られ、以後 、昭和 30年 の「信 濃考古総覧」

に も、 また 「朝 日村 史」 に も記載 され ている。遺跡 の主体 は越 道 山南麓 の緩傾斜面 で、 中央道通過地 点 は

やや 中心 よ りはずれて い る。発掘前 の状態 は ここに西沢立次氏 の住宅 が あ った。同氏が住宅 を建 て られ た

のは、 8年 ほ ど以前の こ とで、それ までは水 田であった。発掘 は この西沢氏住宅 跡 に、 巾 3m長 さ20五 の

トレンチ を設定 した (第 72図 B地点 )。  山際 であ り且 っ水 田 を潰 しての宅地造成 をした ところなので、

地層 は攪 乱 していて、地表下 lmを 越 えて よ うや く地 山に達 した (第 73図 )。  この間遺 構 の検 出はな く、

僅か に第74図 に掲 げた数 点の遺物 を得 たに とどまった。 1は 径 4.5 cmの石 製円盤 、厚 さは 6.7 cmを 計 る。

跡道越



側面爾nl
平出山の神遺跡地形図 (1:2500)A一 平出山の神・ B― 越道遺跡

第73図  越道・平出山の神遺跡景観

2は 縄文押捺ある前期に属する土器片、 304は 弥生後期の櫛描波状文ある小破片である。

平 出山の神遺跡

平出山の神は、越道遺跡 と上野川 を界 して対する谷の北側にある。県道に沿ったせ まいテラスで、北側

にはす ぐ山がせ まり、しか も岩層が露呈 して絶壁 をなしている。これらの山頂には、山の神、秋葉様など

が まつ られてお り遺跡の東には御嶽様の祠がある。この山麓はもと区有地で、壁土取などで開盤 され、そ

の際に遺物の出土があった。このため、早 くか ら遺跡 として知 られ「先史及び原史時代の上伊那」には朝
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伊那 谷の北 口に位 置 し、中信 ・南信 の接 点 とな る辰野町地 区 は両地域文化 が錯綜 していて 、 こ とに竜 東

地 区は伊那 山脈 ・天竜 川 を介 して諏訪 地方 とも交渉が あ り、信 濃 の古代文化考究上注意 しなければ な らな

い所で ある。 中央道 は この竜東地 区の真 中 を突 き切 って岡谷・諏訪方面へ 向 う、。 このため用地 内の埋蔵文

化財調査 として、本年 は樋 口 と平 出の 3遺跡が発掘 され たが 、 これ らの遺 跡 は上 記 の問題点解 明の鍵 とも

な るべ き意義 、価値 のあ る もの であ り、その結果 は報文 に記す 成果 とな って あ らわれ た。今 後 は遺 跡 、遺

構 、遺 物 につ いての研 究が進 め られて こ ととな るが 、 とりあえず発掘 に携 わ って きた者 たちが いだ いた問

題 の 1・ 2点 を揚 げ、本報告 の小括 としたい。

樋 口五反 田遺 跡か らは、縄文 中期住居址 ・晩期配石址 、弥生 後期住居址 及 び方形周溝墓 と時期 を異にす

る遺構 の露呈が あった。

縄文 中期 の住居址 はす でに上 面 を破 壊 され、床面 も明瞭に検 出す るこ とはで きなか ったが 6号・ 14号 ・

18号址 にみ られ た炉 の形状 は中期 中葉 を下 る ものではなか った。土器 では中期初頭 の単一型式 が 10号址 に

発 見 され、諏訪 の踊場や梨 久保 遺跡 の ものに匹敵 す る。 15号址 の土器様相 もまた興 味深 い。 炉 に用 い られ

て いた土器 とその横 に直立 して埋 め られて いた土器 との関係 は どう解釈 した らよいのだ ろ うか 。埋 甕 の土

器形 と下胴部 をめ ぐる隆帯 は八 ヶ岳 山麓の土器 に似 てい るが 、 口縁 と下胴部 を うめてい る沈線文様 は中部

山岳地方 ではみ られ ない。

石器 につ いては、 8ヶ も住居址 が露呈 した割 には僅少 でそれ も打製石 斧 と凹石 が大部分 を 占めて い る。
′

石 匙 が一 点 、石鏃 は見 られ ない とい う現象 は中期初頭か ら中葉 にか けての土器が主体 を占め て い る本遺 跡

の場合 問題が残 る。

縄文 晩期 の配石 l■Lは 16ヶ を数 えたが 、 この数値 も長野県内に あっては 多い方 で、木 曽・大桑 村 の大 明神

遺 跡 で もこれほ どの発見 はなか った。配石址 は、内側 に凹み を持 っていて人一 人 を仰 臥屈葬 させ るに足 る

規模 を持 ってい る。 しか し、中か ら発見 された骨片は人骨 ではな く火熱 を受 けた鹿角 であった こ とは予 想

外 であった。鹿角 は赤 味 を帯 びていて、お そ ら くは赤土 の上 で焼かれ た ものだ ろ うとは直良博 士 の御教 示

であ ったが 、 この凹みの中か らは焼土・木炭 の 出土 はな く、床 面 に火熱の痕 跡 はなか った。 また、 102

の凹み内か ら石鏃 が 出たのみ で土器 片 の出土 も僅少 であ った。 この配石址 の性格 は どう考 えた らよいのだ

ろ うか 。墓墳 とすべ きか 、供犠 の場 とすべ きか。周辺か ら出た土器 につ いて、上伊那郡 内で 2プ レー トに

わた る晩期 土器 資料 は この遺跡が は じめてであ る。 出土 のあ りか たか らほぼ単一型式 として取 り扱 って よ

ろ しいか と思 われ る。

弥生後期 の住居址 がか くも多 く露呈 した所 は上伊那郡 内では さほ ど多 くない。古 くは駒 ヶ根 ・狐 久保 、

本年 に入 って箕輪・北城 、伊那 ・和手遺跡 そ して この辰野樋 口五 反 田遺跡程度 であろ う。プ ラ ンに特 異な

点 はみ られぬが 、大 きな規模 の ものが幾つか あった。 また、半 ば以上 の竪穴が改築・増築 され て いた こ と

も興 味深 い。炉 は伊 那谷特有 の埋甕炉 であったが 、その位 置 につ いて 2個 以上 の炉 址が検 出 され る場合 、



同一箇所に設け られる例 と、90° 変えて築かれている場合 とがあ り、家の主軸方向の時期によって変化 し

たことが うかがわれた。壁は、深いものが多かった。このような場合に入 り口部は容易にわかるもの と期

待 していたが、 1例 も確認できなかった。 また、火災による住居址の幾つか見 られたことは限られた時期

における同時性 を示す もの としてあ りがたかった。

出土土器については伊那谷的様相 3に 対 して伊那谷以外の様相 7と いった ところだろうか。伊那谷の編

年では後期前半に来るらしいが、2型式ほどの細別ができそうだ。セ ッ トについて中島式な ど甕が主でわ

ずか壺が加わる程度であったが、ここでは相当に高杯が出土 している。形態は箱清水式的で赤色塗彩 され

ている。

出土遣物の中で重要 なものに本遺跡の場合 自然遣物があげられる。火災に会 った住居址や幾つかの炉址

内か ら資料が得 られたが、16号址 出土の炭化米は良好な遣存状態を示 していて出土ああ り方 とともに関係

者 を驚喜 させた。動物ではシカ・イノシシは当然 と考 えられたがカモシカの存在は意外であ り改めて後期

弥生人の食生活につ き考えさせ られた。

まだ研究の歴史が浅い方形周溝墓について現在はまだ資料の増加 を待っている段階にある。伊那谷に限

って言 うならば飯田・石子原で 3、 同・滝沢井尻 1、 同・権現堂 1、 同・さつみ 1、 高森・ 出原西部 1、

同・角田原 2、 松川・的場 2(喬木・帰牛原 2と 下伊那だけで13基が発見 されているが、上伊那では本遺

跡の 2基が最初で本遣跡での発堀が契機 となって今後上伊邪地区でも発見例は増加す るもの と思われる。

この弥生後期住居址 よりも後出する方形周溝墓は溝の切 り合い関係か ら 2号址が 1号址 に先行す る。こ

のことは溝内発見の土器様相か らも裏付けできた。第 2周 溝墓周溝内土器は溝底 より若干浮いた状態で発

見された。このことは溝が若干埋ってか ら置かれたと解せ ざるを得ない。 しか し、時間的距離については

さほど幅広 く考えな くて もよいであろう。                            1・

また、この周溝墓の存在は八ケの弥生住居の編年 0出土土器の型式編年の樹立にプラスとなっている。
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